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マニュアルの使い方 


別冊の『必ずお読みください』は、お言売みい 
ただけましたか？ 

本機に添付されている マニュアル 4冊の役割 
と位置づけについて簡単に説明してあります。 
まだ読んでいない方は一読してください。こ 


こでは、ハンドブックとユーザーズマニユア 
ルの使い方についてもう少し詳しく説明しま 
す。 

どういうステップで読み進めていけばよいか 
の参考にしてください。 



ユーザーズ 

基本操作編—— 

本機に内蔵されている 
装置や接続できる装置 
の使い方と注意 


応用活用編- 

知っていると便利な情 
報や困ったときのヒン 
卜など 



パソコンについて ある程度理解された方、あ 
る程度知識のある方、それぞれの装置につい 
てもう少し詳しく知りたいという方はご覧く 
ださい。 

また、ハンドブックで説明していない装置や 
操作方法についても記載されています。 


パソコンを 使っていて、「おやっ」と思った 
り、「もう少し何とかならないかな」と思った 
らぜひお読みください。 

役に立つヒントがあるかもしれません。 


これら2冊の マニュアルの ほかに、 ご 使用 
になるソフトウエアや周辺装置の説明書を 
見ながら本機をご使用ください。 
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【記号の意味】 

ハンドブックの中で使用している記号の意味 
について説明します。 


注意 

注意事項です。 

機械が故障したりデータが壊 
れてしまわないようにこの注 

意事項は絶対に守ってくださ 

い0 

凾 

参考事項です。 

覚えておくと便利なことなど 

が載せてあります。 

► 

操作を示しています。 

この記号に続く操作を実際に 
行います。 

❶ 

❷ 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために 
番号に従って操作をします。 

い .5) 

キーボード上の キーを 表しま 

す。 

DIRDB : 

太文字はキーボードから入力 

する文字や、画面に表示され 
る文字を表しています。 

□にはスペース（空白）を入 

力します。スぺースはキーボ 

ードの下の部分にあるスペー 

スキー（横に細長いキー）を 

押すと入力できます。 


【じょうずに活用してください】 

ハンドブックを読み進めながらいっしょに活 
用してほしい関連の情報は次の通りです。 

用語集 

ハンドブックの巻末に 「用語集」 が載って 
います。マニュアルを読んでいてわからな 
い専門用語がでてきたら開いてみてくださ 
い0アルファベット順•五十音順に並べて 
あります。 

索引 

読んでいて「関連する説明を読みたい j r 目 
次にないことがらを調べたい」などと思っ 
たときに、巻末の 「索引」 を利用して該当 
ページを探すことができます。 

キーワードとなる単語をいくつか見っけ、 
その単語が出てくるページを索引から探し 
出すことで関連する情報をご覧いただけま 
す。 

ユー ザ ー ズ マニュアル 

「ュ ーザー ズ マニュア ルの X X 項を參照く 
ださい」などと記載されている場合には、 
是非ご一読ください。ハンドブックより詳 
しい説明、ハンドブックでは説明していな 
いことなどが載っています。 

「Disk BASIC 」 の項は 

この項は、日本語 Disk BASIC をこれから 
やってみようという人のための 「入門編」 
です。日本語 Disk BASIC ューザーズ マニ 
ュアルとリファレンスマニュアルを いっし 
よに活用しながらお読みくだざい。 
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サポートインフオメーシヨン 


EPSON PC シリーズをよりよく、より快適に 
お使いいただくために次のようなサポートを 
行っております。 

•インフオメーシヨンセンターの開設 
#『ソフトウェア*ハードウ ェア ライブラリ 

一』の発行 

籲バソコン通信による最新情報の提供 

•専門誌 『VALUE up 』 の発行 
•サービスセンターの設置 

詳細につきましては別冊の『必ずお読みくだ 
さい』をご覧ください。 


とく に エプソン PC インフォメ ー シヨンセン 
ターは、皆様からのお電話によるお問い合わ 
せにお答えしているいちんばん身近な窓口で 
す。 

-困ったときは- 

東京 (03)377-3531 
名古屋 (052)953-9230 
大阪 (06)212-8715 

受付時間 9:00 AM 〜 5:30 PM 
月曜日〜金曜日（祝日を除く） 



( 6 ) 



























PC - 286 VG ハントブック 


目次 


セットアップ編 . 1 


一 はじめに 

PC -286 VG の特長 . 2 

最低限必要なもの . 3 

- f 各部の名称と役割 

本体正面 . 4 

本体背面 . 6 

-[使い始める前に 

設置場所 . 8 

設置方法 . 10 

ディスプレイの接続 . 12 

キーボー ドの接続 . 13 

プリンタの接続 . 14 

電源の取り方 . 15 

-[フロッピーディスクの取り扱い 

システムディスクとは？ . 16 

取り扱いと注意 . 18 

データを守るために . 19 

フォーマットとは？ . 20 

—[パソコンの起動 

電源のオン.. . 21 

フロッピーディスクのセットと取り出し…22 

—[パソコンの基本操作 

動作中の注意 . 23 

キーボードの 操作 . 24 

入カ モー ドと キーの 役割 . 26 

リセットによる再起動 . 30 

- T 作業の終了 

電源を切る前の注意 . 31 

電源のオフ . 32 


ソフトウェア編』 . 33 

H MS-DOS 

アプリケーションソフトと MS - DOS ……34 


MS - DOS の起動 . 36 

コマンドレベル . 38 

ファイルの確認 . 39 

テキストファイルの表示 . 40 

起動デイスクとドライブ名 . 41 

デイスクのフォーマット . 42 

デイスクのバックアップ . 43 

ファイルのコピー . 44 

環境設定とは？ . 45 

ワイルドカードとは？ . 46 

ハードデイスクの利用 . 47 

ハードデイスクのフォーマット …48 

-[Disk BASIC 

Disk BASIC とは？ .50 

Disk BASIC の起動 .52 

デイスクのバックアップ . 54 

データデイスクの作成 . 56 

文字と数字の表示 . 57 

ファイルの確認 . 58 

プログラム作成の基本 . 60 

プログラムの設計 . 62 

指定位置への文字の表示 . 64 

四角形の描画 . 66 

プログラムの実行 . 67 

簡単デバッグ方法 . 68 

プログラムの保存 . 69 

用語集 . 70 

索引 . 79 


( 7 ) 

























































































( 8 ) 


















PC - 286 VG ハントブック 


乜ットアップ編 


セットアップ編では、本機の基本的な取り扱 
い方法や注意事項について説明しています。 
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はじめに 


PC -286 VG の特長 


80286 CPU 16 MHz ノー ウェイトの 
高速処理実現 



癰 




Jim 






デュアルポー ト VRAM 採用 
グラフイック表示の 
高速化を実現 




場所をとらず縦置きも可能な 
コンパクト設計 



日本電気 ㈱ 製の PC -9801 V シリーズ 
用に販売されている各種のアプリ 
ケーションソフトや周辺装置が利用 
できます。利用できるソフトウェア 
やハードウェア、および使用する際 
の制限については、販売店やェプソ 
ン販売の各営業所に用意してありま 
す「ソフトウェア•ハードウェアラ 
イブラリー」をご覧ください。 
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PC - 286 VG 


最低限必要なもの 


本機を使うために、何を用意すればよいので 
しょぅ。 

本製品には、ハ。ソコン本体とキーボードが入 
っています0このほかに、ノ、。ソコンに入力し 
た文字を確かめたり、パソコンの処理の状態 
を知るために 「ディスプレイ」 が必要です。 
さらに、ワープロで作った文章や、表計算な 
どで計算した結果を用紙に印刷するために 
「プリンタ」 が必要です。 

パソコン本体、キーボード、ディスプレイと 
プリンタが揃えばかなりの仕事をこなすこと 
ができます。 

また、これらの装置 （ハー ドウヱア）のほか 
に、目的に合った 「ソフトウェア」 の用意を 
します0ソフトウェアは、 ハ。 ソ コンの 使い勝 
手を大きく左右します。『ソフトウェア •ハー 
ドウヱアライブラリー』に掲載されているソ 
フトウェアの中から、目的にあった、使いや 
すいソフトウェアを選んでください。 

本機には、「日本語 Disk BASIC 」 が添付され 
ています。日本語 Disk BASIC もソフトウェ 
アのひとつですから、これを使って いろいろ 
な仕事をすることもできます。しかし、その 
ためには自分でプログラムを作らなくてはな 
りません。すぐに パソコンを 使って何か仕事 
を始めたいという方にとっては、日本語 Disk 
BASIC は「目的にあった」ソフトウェアとは 
言えません。このような方は、市販のアプリ 
ケーシヨンソフトの中から目的にあったもの 
を選ぶとよいでしょう。 

このほかに、用途やソフトウェアに合わせて 
マウスやモデムなど、必要な装置を用意して 
ください。 
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各部の名称と役割 


本体正面 


春 ハードディスクドライブ 

ディスク容量が 40 MB ( PC -286 VG - H 40) の 
内蔵ハードディスクドライブ 


•電源表示ランプ 

ハ。 ソ コンの 電源が入っていることを示す ラ 
ンプ （ CPU の処理速度により、緑色/16 
MHz 、 オレンジ色/ 10 MHz 、 赤色 6 MHz に 
点灯） 

參 ハードディスクドライブアクセスランプ 

内蔵ハードディスクが動作中であることを 
示すランプ 


籲 リセツトボタン 

ハ。ソコンをリセツトするときに押すボタン 

⑩ CPU スピードスイツチ 

CPU の処理速度を切り換えるスイッチ 

籲 ボリューム 

内蔵スピーカの音量を調節するつまみ 

# ジャンパースイツチ 

マウスの割り込みベクタを切り換えるスイ 
ッチ 

⑩ ディップスイッチ 

パソコンの 動作条件を設定するスイッチ 



4セットアップ編 






























春 フロッピーディスクドライブアクセスランプ 

フロッピーディスクドライブが動作中であ 
ることを示すランプ 

_ 着脱レバー 

フロッ ピーディスクをセットしたり、取り 
出すときに使うレバー 


籲 フロッピーディスクドライブ 

フロッピーディスク （5 インチ 2 HD /2 DD ) 
のデータを読み書きする装置 


籲 電源スイッチ 

パソコン本体の電源を入れたり（オン）切 
つたり（オフ）するスイッチ 

癱 キーボー ドコネクタ 

キーボードを接続するコネクタ 
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各部の名称と役割 


本体背面 


# アナログ RGB ディスプレイコネクタ 

4096色を表示できるアナログ RGB デイス 
プレイを接続するコネクタ 


•出力用電源コネクタ （2 個） 

バソコン本体と連動して電源が供給できる 
コネクタ 


•入力用電源コネクタ 

電源ケーブルを接続するコネクタ 

•増設ハードディスクドライブコネクタ 

( PC -286 VG - H 40 のみ） 
増設用のハードディスクドライブを接続す 
るコネクタ 


參 マウスコネクタ 

一般に「バスマウス」と呼ばれているマウ 
スを接続するコネクタ 

•アース端子 

アース線を接続する端子 

參 モノクロディスプレイコネクタ 

1色しか表示できないモノクロディスプレ 
イを接続するコネクタ 

參 デジタル RGB ディスプレイコネクタ 

黒、青、赤、紫、緑、水色、黄色、白の8 
色を表示できるデジタル RGB ディスプレ 
イを接続するコネクタ 

• RS -232 C コネクタ 

モデム、シリアルマウスなど RS -232 C イン 
ターフュイス規格に準拠した装置を接続す 
るコネクタ 
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# 拡張スロット （4 個） 

各種の拡張ボードを装着するスロット 


• •冷却用ファン • 通風孔 

本体内部で発生する熱を逃がす装置 


籲 プリンタコネクタ 

プリンタやプロッタを接続するコネクタ 


籲 増設フロッピーディスクドライブコネクタ 

1 MB タイプの増設用フロッピーディスク 
ドライブを接続するコネクタ 
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使い始める前に 


設置場所 


パソコンは 精密な機械です。落としたり強い 
衝撃を与えると故障してしまいます。ここで 
は、最低限守っていただきたい事柄について 
説明します。 

水平でしっかりした場所に置く 

ぐらついた机の上などに置いて使用すると 
落ちたり振動が加わって大変危険です。と 
くに縦置きにする場合は注意してください。 

/皿^ Jt • 湿):5^ 

パソコンにも適当な温度や湿度があります。 
人間にとって過しやすい環境が ハ。ソコンに 
とってもよい環境といえます。温度10〜 35° C 、 
湿度20〜80%を目安にしてください。 

また、 パソコンの 内部などに露が付かない 
ように急激な温度変化も避けてください。 

十分な電源の確保 

パソコンの使用中に電源が切れてしまって 
は一大事です。ハ。ソコンの電源は直接家庭 
用の電源コンセントから取ってください。 
タコ足配線は絶対にしないでください。ま 
た、まちがって電源ケーブルを抜いてしま 
うことがないよう配線にも十分注意してく 
ださい。 

換気に気を付ける 

風通しの悪い場所は、ほこりがたまったり 
ハ。ソコン内部の温度が上がりやすくなるた 
め風通しのよい場所でお使いください。ま 
た、本体背面の通風孔の後ろは 15 cm 以上開 
けてください。 
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ほこりの少ない場所を選ぶ 

ハ。 ソコンの 内部にほこりがたまると、思わ 
ぬ故障を起こすことがあります。できるだ 
けほこりの少ない場所を選んでください。 


直射日光を当てない 

長い時間直射日光が当たると、ハ。ソコン内 
部の温度が上がり、動作不良や故障の原因 
になります。 


強い磁界から遠ざける 

強い磁界を近づけると、フロッピーディス 
クやハードディスクの データが 壊れたり異 
常な動作をすることがあります。テレビ、 
ラジオ、磁石などにパソコンを近づけない 
でください。また逆に、パソコンが発生す 
る電波によってテレビやラジオに雑音が入 
ること が ありますので注意してください0 



この装置は、第二種情報装置（住宅地域ま 
たはその隣接した地域において使用される 
べき情報装置）で住宅地域での電波障害防 
止を目的とした情報処理装置等電波障害自 
主規制協議会 ( VCCI ) 基準に適合しており 
ます。しかし、本装置をラジオ、テレビジ 
ヨン受信機に近接してご使用になると、受 
信障害の原因となることがあります。取扱 
説明書に従って正しい取り扱いをしてくだ 
さい0 
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使い始める前に 


設置方法 


本機は、設置場所の状況に合わせて横置きも 
縦置きもできます。 

【横置きするときの注意】 

重いものをのせない 

パソコン 本体の上には、ディスプレイ程度 
の重さのものであればのせてもかまいませ 
ん。しかし、それ以上重いものをのせると 
ハ。ソコン 本体が変形してしまうことがあり 
ます。 

机からはみ出さない 

バソコン本体の底面にはゴム製の足が4つ 
付いていて、この4つの足でパソコンの重 
さを支えるように設計されています。パソ 
コン本体が机などからはみ出していると不 
安定になるだけでなく、パソコン本体に無 
理な力がかかります。 

また、ディスプレイを パソコン 本体の上に置 
いて使う場合は、ディスプレイの位置が高く 
なります。椅子や机の高さを調節して正しい 
姿勢でパソコン を使ってください。 

パソコン 本体の上にディスプレイを置かない 
とき、また上に置くとディスプレイの位置が 
高くなりすぎる場合などは、 パソコン 本体を 
縦置きにして使ってください。 

【縦置きにするときの注意】 

本体右側を下にする 

パソコン本体を縦置きにするときは、本体 
右側（縦置き用の脚の付いている面）を必 
ず下にします。 
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倒れないようにする 

本体の右側を下にしていても机自体が不安 
定な状態では大変危険です。万ーパソコン 
本体が倒れたりしたら故障してしまいます。 
できれば、支えになるものなどがあるとよ 
いでしょう。 


ものを置いたり立てかけたりしない 

縦置きにしたパソコン本体の上にものをの 
せたり、本などを立てかけたりすると不安 
定になって、ちょっとした振動などで倒れ 
てしまいます。 

とくに、使用時にバソコン本体内部に発生 
する熱を逃がすための通風孔は絶対にふさ 
がないでください。 




縦置きのまま拡張ボードなどを装着しない 

縦置きのまま拡張ボードなどを装着すると、 
ぐらついて大変危険です。拡張ボードなど 
を装着するときは、パソコンを広い場所に 
移動させ横置きにしてから作業を行ってく 
ださい。 

乱暴にスイッチなどを押さない 

電源スイッチを舌し暴に押すと、 パソコンが 
ぐらついたり倒れることもあり危険です。 
電源スイッチは静かに押しても電源の才 
ン/オフができますので、舌し暴に扱わない 
でください。 
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使い始める前に 


ディスプレイの接続 


ディスプレイは、本体背面にある3つのディ 
スプレイコネクタ（アナログ RGB ディスプレ 
イコネクタ/デジタル RGB ディスプレイコネ 
クタ/モノクロディスプレイコネクタ）のひと 
つに接続します。まず、接続するディスプレ 
イに対応するコネクタと接続に使うケーブル 
を確認してください。接続に使うケーブルは、 
ディスプレイに付いているもの、またはデイ 
スプレイのメーカーで指定しているものを使 
ってください。 



ディスプレイの接続手順 

❶ バソコン 本体およ びディス プレイ の電源ス 
イッチがオフになっていることを確かめま 
す。 

❷ ディスプレイを水平でしっかりした場所に 
置きます。 

❸ 接続用のケーブルをディスプレイの種類に 
合ったコネクタに接続します。ケーブルが 
ディスプレイと別になっている場合は、デ 
ィスプレイ側も接続します。ディスプレイ 
に添付されている取扱説明書も参照してく 
ださい。 

❹ コネクタにネジが付いている場合は、ドラ 
イバーを使ってネジを締めます。 

❺ ディスプレイの電源ケーブルを電源コンセ 
ント、またはパソコンの出力用電源コネク 
夕に接続します。 

出力用電源コネクタから電源を取った場合、 

ディスプレイの電源スイッチをオンのままに 

しておけば、 パソコンの 電源と連動して電源 

が入ったり切れたりして便利です。 
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使い始 # る前に 


キーボードの接続 


キーボードは、電源スイッチの左にあるキー 
ボードコネクタに接続します。キーボードは、 
パソコンの装置の中で最も頻繁に使う装置の 
ひとつですので、十分に考えて配置してくだ 
さい。 

キーボードの接続手順 

❶ パソコン本体の電源がオフになっているこ 
とを確かめます。 

❷ キーボー ドケーブルを キーボー ドコネクタ 
に差し込みます。 

❸ キーボードを置く場所に合わせて、ケープ 
ルの長さを調節します。ケーブルの長さは、 
カール状になっている部分である程度調節 
できます0しかし、ハ。ソコンから離れた場 
所でキーボードを使う場合などはキーボー 
ドの裏側にはめ込まれている部分を引き出 
して使ってください。 




キーボードをより使いやすくするために、正 
しい姿勢でキー入力ができるよう机や椅子を 
調節することも大切です。また、キーボード 
の裏面にある脚を使ってキーボードの傾斜角 
度を調節することもできます。入力しやすい 
ようにキーボードを設定してください。 
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使 t 、始める前に 


プリンタの接続 


プリンタは、使用するソフトウヱアにあった 
ものを選びましょう。それぞれのソフトウェ 
アで使用できるプリンタは、ソフトウヱアの 
カタログやパッケージに記載されています。 
また『ソフトウヱア•ハードウヱアライブラ 
リー』も参考にしてください。不明な点があ 
るときは、販売店やソフトウェアの販売会社 
に問い合わせてください。 

プリンタは本体背面にあるプリンタコネクタ 
に接続します。 


プリンタの接続手順 

❶ ハ。 ソコ ン本体およびプリンタの電源スイッ 
チがオフになっていることを確かめます。 

❷ プリンタを水平でしっかりした場所に置き 
ます。 

❸ プリンタケーブルをプリンタコネクタに接 
続します。プリンタケーブルはプリンタに 
添付されているものを使います。また接続 
についてはプリンタに添付されている取扱 
説明書も参照してください。 

❹ プリンタコネクタに付いている金具を閉じ 
るようにして、コネクタとケーブルを固定 
します。 

❺ 同じようにして、プリンタ側にもケーブル 
を接続します。 

❻ プリンタの電源ケーブルを電源コンセント、 
またはパソコンの出力用電源コネクタに接 
M します。 
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使い始 » る前に 


電源の取り方 


パソコン とそれぞれの装置の接続が終ったら、 
最後に電源ケーブルを接続します。 

電源ケーブルは、必ずパソコンに添付されて 
いるものを使ってください。また、タコ足配 
線にならないように電源コンセントの位置や 
数を確認してから接続をはじめてください。 

電源ケーブルの接続手順 

❶ バソコン本体およびバソコンに接続されて 
いる装置の電源がオフになっていることを 
確かめます。 

❷ 電源ケーブルのコネクタ側（穴が3つ開い 
ている方）を入力用電源コネクタに接続し 
ます。 

❸ 電源ケーブルのプラグ側（ピンが2本出て 
いる方）を電源コンセントに接続します。 

また、 パソコンの ような消費電力の多い装置 
を使う場合は、安全のためにアースを取るよ 
うにしてください。アース端子は、本体背面 
の マウス コネクタの 右にあります。 


出力用電源コネクタからは、周辺装置の電源 
を取ることができます。出力用電源コネクタ 
から電源を取る場合には、次の点に注意して 
ください。 

本体の電源と連動しています 

出力用の電源コネクタからは、 パソコンの 
電源が オンの 時だけ電源が供給されます。 
モデム電話（モデムと電話が一体になって 
いる装置）などでは、電源が供給されてい 
ないと電話として使えなくなってしまうも 
のもあります。出力用電源コネクタには、 
パソコン 使用時にだけ使う装置を接続して 
ください。 

消費電力に注意してください 

2つの出力用電源コネクタから供給できる 
電源の電力は、合計で 100 V 3 A までです。接 
続する装置の仕様を確認して、消費電力が 
100 V 3 A を越えないように注意してくださ 

い。 
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ツビー ディスクの取り扱い 


システムディスクとは？ 


パソコンを動かすためには、システムディス 
クが必要です。 

システムディスクと一口に言っても、 Disk 
BASIC のシステムディスク、 MS-DOS のシス 
テムディスク、ワープロのシステムディスク、 
データベースのシステムディスク…と、さま 
ざまなシステムディスクがあります。これら 
のシステムディスクは rosj のシステムディ 
スクと「アプリケーションソフト」のシステ 
ムディスクに大別して考えることができます。 
「0S」 は、 Operating System の略で、 MS-DOS 
や Disk BASIC のシステムディスクは OS の 
システムディスクに分類できます。 0S とは、 
バソコン本体や周辺装置などのハードウェア 
を制御したり管理する機能を持ったプロダラ 
ムのことをいいます。 0S のシステムディスク 
には、これらのハードウェアを制御するプロ 
グラムが保存されています。 

また、パソコンは 0S のシステムディスクによ 
って起動します0「起動」とは、ハ。ソコンを使 
える状態にするということです。例えば、デ 
ィスプレイに文字を表示したり、キーボード 
から入力した文字を受け付けるための準備な 
どをします。 


これに対してワープロやデータベースのシス 
テムディスクは、「アプリケーションソフト」 
のシステムディスクに分類できます。アプリ 
ケーションソフトは、ワープロやデータべ一 
スなどのようにある目的を実行するために作 
られたプログラムです。 

アプリケーションソフトには、本来ハードウ 
ェアを直接制御したり管理する機能はありま 
せん。また、パソコンを起動させる機能もあ 
りません。そこで、市販のアプリケーション 
ソフトのシステムディスクの中には、 0S の基 
本的な機能を受け持つプログラムがいっしょ 
に入っているものが多くあります。このよう 
なアプリケーションソフトのシステムディス 
クを使うと、まず 0S の働きによってパソコン 
が起動し、その 0S 上でアプリケーションソフ 
卜が動きます。 

注意 市販のアプリケーションソフトの中 
には 0S のシステムディスクを別に 
用意しなければならないものもあり 
ます。購入の際に、別に 0S のシステ 
ムディスクが必要かどうかを確かめ 
てください。 
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OS のシステムディスク、アプリケーション 
ソフトのシステムディスク、いずれの場合も 
システムディスクには パソコ ンを動かすた 
めの大切な情報が保存されています。システ 
ムディスクの取り扱いに際しては、次の点に 
注意してください。 

必ずバックアップを取る 

フロッピーディスクに保存されているデ 
—夕は、誤操作や思わぬ事故で壊れてしま 
うことがあります。使用するソフトウエア 
の説明書に従って、必ず別のディスクなど 
にシステムディスクの内容を保存し予備 
を作っておきましょう（このことを「バッ 
クアップを取る」といいます）。 

システム ディ スク の八ッ クアップが取れ 
ないときは、ソフトウヱアの販売会社によ 
るバックアップサービスなどを利用して 
ください。 

オリジナルは大切に保管する 

システムディスクのバックアップができ 
たら、オリジナル（原本）のシステムディ 
スクは大切に保管し、通常の作業には予備 
のディスクを使ってください。 

オリジナルのシステムディスタは、高温. 
多湿にならない、ほこりの少ない場所に保 
管してください。できれば普段使うディス 
クとは離れた場所に置くとよいでしょう。 

システムディスクのバックアップの方法は、 
使用するソフトウヱアの説明書に従ってく 
ださい。アプリケーションソフトの中には、 
ユーティリティとしてハへソクアップを取る 
ためのプログラムを用意しているものもあ 
りますので、これを利用するとよいでしょ 
う。 
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ッビーディスクの取リ扱い 


取り扱いと注意 
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スクの取リ扱い 


データを守るために 


フロ ッピーディスクに保存されているデー 
夕は 、どんなに気を付けていても絶対に安全 
とはいいきれません。重要なデータを守る方 
法として、予備のデータを作る方法 (バック 
アップ）と フロッ ピーディスクにデータを書 
き込めなくする方法（ライトプロテクト）が 
あります。 

バックアップ 

システムディスクは必ずバックアップを 
取るように説明しましたが、システムディ 
スクのほかにも大切なデータはこまめに 
バックアップを取っておきましょう。 
バックアップデータを保存する道具とし 
てはフロッピーディスクが最も手軽です。 
同じ内容のフロッピーディスタを2枚作 
つておけば万一のときにも安心です。 


ライトプロテクト 

フロ ッピー ディスクにデータを書き込み 
禁止（ライトプロテクト）にする方法は、 
フロッピーディスクの種類（大きさ）によ 
って違います。 

5. 25インチのフロッピーディスタの場合 
は、フロッピーデイスクの右肩にあるライ 


トプロテクトノッチ（切り欠き）にライト 
プロテクトシールを貼って書き込み禁止 
にします。 

ライトプロテクトシールというのは、長方 
形の銀色のシールで、 フロ ッピーディスク 
を買うと付いています。 

ライトプロテクト状態のフロ ッ ピーディ 
スクは、データを書き加えたり消すことは 
もちろん、フォーマットもできません。 
オリジナルのシステムディスクも書き込 
み禁止にしておくとよいでしょう。 
書き込み禁止にしたフロッピーディスク 
に再びデータを書き込むには、ライトプロ 
テクトシールをはがします。 

ただし、書き込み禁止にしても磁界の影響 
などによってデータが壊れることもあり 
ます。大切なデータのバックアップは必ず 
取っておいてください。 



システムディスタの中には、誤って内 
容を消してしまうことを避けるため 
に最初からライトプロテクトノッチ 
のない書き込み禁止状態のディスク 
を使っているものもあります。 
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ロッピー デ イス クの取り扱い 




フォーマツトとは？ 


パソコンでは、データを フロッピー ディスク 
などに保存しておきます。しかし、新しいフ 
ロッ ピーディスクにすぐデータを書き込む 
ことはできません。データを読み書きするた 
めに 「フォーマット」 という作業を行いま 
す。 

フロッ ピーディスクの磁気ディスクは、薄い 
円盤に磁性体を塗ったものです。ビデオテー 
プやカセットテープを円盤状にしたものと 
考えればわかりやすいでしょう。しかし、ビ 
デオテープなどはテープの先頭から順番に 
データを書いたり読んだりするのに対し、 フ 
ロッ ピーディスクでは任意の場所にデータ 
を書き込んだりそのデータを読み取ること 
ができます。このためにあらかじめデータを 
保存する場所を決めて、それぞれの場所がわ 
かるような番号を付けておきます。この作業 
をフォーマットと呼びます。 

データを保存する場所の区切り方などは、使 
用する 0 S によって違います。したがって、別 
の 0 S でフォーマットしたフロッピーデイス 
クには、フォーマットしていないフロッピー 
ディスクと同じようにデータを書き込むこ 
とができません。いままで使っていたフロッ 
ピーディスクでも、別の 0 S で使うときには 
新たにフォーマットし直さなければなりま 
せん。フロッピーディスクをフォーマットす 
る方法については、使用するソフトウエアの 
説明書を參照してください。 


注意すでにデータカ s '保存されている フロ 
ツピー デイスクを フォーマツ トする 
と、いままで保存されていたデータ 
はすべて消えてしまいます。 フロツ 
ピーデイスクを フォ ー マツ トすると 
きは、必要なデータが保存されてい 
ないことを十分に確かめてください。 
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パソコンの起動 


電源のオン 


パソコンを使うために、まず電源を入れま 
す。しかし、電源を入れる前に次のことを確 
かめてください。 

装置は正しく接続されていますか 

パソコン やその周辺装置は正しく接続さ 
れていますか。また、ディップスイッチな 
どの設定も確かめてください。 

電源は確保できていますか 

パソコン本体の電源ケーブルは壁のコン 
セント に直接接続してください。 テーブル 
タップなどは利用しないでください。 

フロ ッ ピー ディスクは入っていませんか 

フロッピー ディスクドライブに フロッピ 
ーディスクが入っていないことを確かめ 
てください。 

システムディスクは用意しましたか 

パソコンは システム ディ スクがなければ 
動きません。これから行う作業のためのシ 
ステム デイ スクを用意してください。 


パソコン やその周辺装置の電源を入れると 
きは、次の順番で電源を入れてください。 

① 外部に接続したフロッピーディスクドラ 
イブやハードディスクドライブ 

② パソコン 本体 

③ その他の周辺装置 

パソコンの 電源を入れるには、電源スイッチ 
をカチッと音がするまで押し込みます。電源 
が入ると電源表示ランプが点灯します。 
このまましばらくすると、「ピッ」という音 
とともに画面に【システムディスクをセット 
してください】というメ ッ セージが表示され 
ます。ここで、次のページを参照しながらシ 
ステムディスクをフロ ッピー ディスク ドラ 
イブにセットします。 

ただし、ハードディスクを起動用に設定して 
いる場合は、システムディスクをセットしな 
くてもシステムが起動します。ハードディス 
クを起動用に設定する方法については、使用 
するソフトウヱアの説明書を参照してくだ 
さい。 

注意電源を入れたときにブザーが鳴った 
場合は、パソコンに何らかの異常が 
あります。『ユーザーズ マニュアル』 

の「立ち上げのときのチヱック」を 

参照して必要な処置をしてください。 


キ务 j ゐよし'’ 



FD は入，7い％ い. 
よ’し 



$ス千ム X イス勹 

聲巷よし、/ 
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ンの起動 


フロッピーディスクのセットと取り出し 


フロッピーディスクに保存されているデー 
夕の読み書きは、フロッピーディスクドライ 
ブが行います。フロッピーディスクのデータ 
を読み書きするには、フロッピーディスクド 
ライブにフロッピーディスクをセットしな 
ければなりません。 

フロ ッピーディスクのセット手順 

❶ フロッ ピーディスクのラベルが貼ってあ 
る部分を持ってエンベロープから取り出 
します。 

❷ フロッ ピー ラベルの 面を上に向け、 ラベル 
が手前になるようにフロッピーディスク 
ドライブに揷入します。最後にカチッと音 
がするまで静かに押し込みます。 

©着脱レバーが縦になるよう時計回りに90° 
回します。 

システムディスクは、通常上側のドライブ 
(ドライブ 1) にセットします。 

着脱 レバーを 縦にしないと 、ハ。ソコンはフロ 
ッ ピー ディスクが セ ットされていることが 
わかりません。着脱レバーは、しっかり回し 
てください。 

フロッピーディスクの取り出し手順 

❶ フロッピーディスクは、ディスクアクセス 
ランプが点灯していないことを確かめて 
から、着脱レバーが水平になるように、反 
時計回りに90°回します。 

❷ フロッピーディスクが少し飛び出します 
ので、静かに引き出します。 

❸ フロッピーデイスクをエンベロープにし 
まいます。 



22セットアップ編 































パソコンの基本操作 


動作中の注意 

パソコンが起動したら、使用するソフトウェ 
アの説明書に従って処理を行います。 

ここではパソコンの動作中にとくに注意しな 
ければならないことを説明します。 


動作中にフロッピーディスクを抜かない 

フロッピーディスクドライブが動作してい 
る間は、フロッピーディスクアクセスラン 
プが点灯します。このランプが点灯してい 
るときに、着脱レバーを回してフロッピー 
ディスクを取り出したり、リセットをした 
りしないでください。読み書きを行ってい 
た部分のデータが壊れることがあります。 

周辺装置の接続や取りはずしはしない 

周辺装置の接続や取りはずしは、必ずすベ 
ての装置の電源を切った状態で行ってくだ 
さい。電源を入れたまま装置の接続や取り 
はずしを行うと、電源的な衝撃が加わって 
故障の原因になります。 

電源ケーブルを抜かない 

パソコンで 作業を行って いる 最中に電源ケ 
ーブルを抜くと、せっかくのデータが消え 
てしまうだけでなく電気的な衝撃によって 
バソコ ンや周辺装置が故障することがあり 
ます。作業中に意識してケーブルを抜く人 
はいないでしょうから、電源ケーブルの配 
線に気を付けることが大切です。通路のま 
ん中に電源ケーブルを置いたり電源ケープ 
ルの上に物を置いたりしないよう注意して 
ください。 




セットアップ編23 

































ンの基本操作 


キーボードの操作 


キーボードから何かキーを入力しないとパ 
ソコンは動きません。ハ。ソコンを使いこな 
すためには、まずキーボードに親しむこと 
が大切です。 

キーボードを見渡すと、ライトグレー（薄 
い灰色）のキーとダークグレー（濃い灰色） 
のキーがあります。 

ライトグレーのキーは、文字や数字を入力 
するためのキーです。これらのキーは JIS 
に準拠した標準タイプライターキー方式で 
配列されています。 

ダークグレーのキーには、それぞれに特別 
な役割があります。例えば、(リタ 
ーンキー）は、命令やデータの区切りに押 
します。 

それぞれのキーを押すとどんな働きをする 
かは、使用するソフトウェアによって決ま 
っています。ソフトウェアの説明書をよく 
読んでキーの働きを調べてください。キー 
ボードから文字などを入力するには、目的 
のキーをボンと軽く押します。1つのキー 
を長く押していると同じ文字が続けて入力 
されます。これは リピート 機能といって、 
同じ文字を続けて入力するときに利用しま 
す。 

ほとんどのキーはこのようにボンと軽く柙 
して入力しますが、押し続けていることに 
意味があるキーが3種類あります。 (shift) 
[ CTRL | [ GRPHj の3種類のキーで、これらの 
キーは単独では何も機能しません。これら 
のキーを押したままほかのキーを押すこと 
によって、はじめて何か文字を入力できた 
り、割り当てられた役割が実行できるよう 
になっています。このことから「制御キー」 
と呼ばれています。 






坪した まま 一 ►戊⑦ キー苫: 
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また、効率よくキーの入力を行うために、 
指をキーボードの決まった位置に置くこと 
が大切です。指を決まった位置に置き、そ 
れぞれの指が押すキーを決めておけば、い 
ちいちキーボードを見なくてもキー入力が 
できます。指を置く基本的な位置は、下図 
のとおりです。左手の人差し指を CEJ 、 
右手の人差し指を (j ) の上に置きます。 
この指の位置を「ホームポジション」と呼 
び、キー入力のための指の定位置になりま 
す 。 

それぞれの指はホームポジションから上下 
の位置にあるキーを受け持ちます。キーを 
入力するときには、まずホームポジション 


に指を置きます。そして、 ホーム ポジショ 
ンを基点にそれぞれの指が受け持っている 
キーを押します。何かキーを押したら必ず 
ホーム ポジションに指を戻します。 
できれば、最初からキーボードを見ないで 
練習してみてください。はじめは目的のキ 
一がなかなか見つからず時間もかかります 
が、少しずつ覚えればよいことです。キー 
ボードをまったく見ず、また頭の中でもキ 
一の位置を考えないで自然に指が動くよう 
になったら理想的です。 

どんなソフトウヱアでもかまいませんから、 
ソフトウヱアの機能に関係なく、キー入力 
の練習をしてみてもよいでしょう。 
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SHIFT 
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SHIFT 


カナ GflPH NFER 
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小指 

薬指 

中指 

人差指 
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人差指 

中指 

薬指 

小指 
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ンの基本操作 


入カモードとキーの役割 


文字の入力には、アルファべットや数字を入 
力する 「英数字入カモード」 と、カタカナや 
かな記号を入力する 「かな入カモード」 があ 
ります。このモードを切り換えるのが 
(カナロックキー）です。 

英数字入カモード 

が解除状態(押し下げられていない 
状態）のとき、キーの左側に印刷されてい 
るアルファべットや数字、または記号を入 
力することができます。この状態を英数字 
入カモードと呼びます。 

英数字入カモードでは、 ( c ^ s | (キャブス 
ロックキー）によってアルファベットの大 
文字を入力するか小文字を入力するかを切 
り換えます。 

また、 [ SHIFT ] を使うことによって、記号を 
入力したり、大文字/小文字の切り換えが 
できます。 ( shift ) を押したままアルファべ 
ットが印刷されたキーを押すと、 [ CAPS ] が 
ロック状態なら小文字、解除状態なら大文 
字が入力できます。 

[ i ^ l を押したまま数字や記号が印刷され 
たキーを押すと、キーの上側に印刷されて 
いる記号が入力できます。 




かな入カモード 

がロック状態(押し下げられた状態） 
のとき、 キーの 右下に印刷されているカタ 
カナを入力することができます。この状態 
をかな入カモードと呼びます。 

かな入カモードでを押した状態で文 
字キーを押すと、キーの右側に印刷されて 
いるカタカナやかな記号を入力できます。 
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下の図で網がかかっているキー ([_ ]) 

が文字を編集するなどの特殊な働きを持っ 
たキーです。これらのキーの働きは使用す 
るソフトウエアによって異なります。 


詳しくはソフトウエアの説明書をお読みく 
ださい。ここでは、主なキーの機能例を簡 
単に説明します。 


Hfcll t- f2 ,3 , m * 

•5 <-6 *-7 f 8 f -9 I 1〇 

ぐ。十 V 

^1 ュ 〇 ヮヲ • ホ 1 i 8S 


TAB <3夕 W テ\ T 力\ u 十 

J 二 〇 ラ，セノ： J 

cm 奶 A チ s 卜〇シ F ハ（3キ H ク J 

、 s s' こ:； 

SH1 FT Z ツ X サ（：ソ N /ヒ8コ N ミ 

^ .ネ、ル • /メ ロ shift 



HOME 

CLA 

HElP 

- 

1 

7 

8 , 

9 


4 

5 

6 


1 

2 

3 

= 

0 



j 


キー/読み方 

機能例 

( X ^-) 

プログラムの実行の中止 

( copy ) 

画面の文字をそのままプリ 

ン タに打ち出す 

( Vi)~( f • to ) 

(フアンクシヨンキー） 

テンプレート機能 
メニューの選択 

(ESCj 

(エスケープキー） 

メニュー画面の呼び出し処 

理の取り消し 

( TAB ) 

(タブキー） 

タブ位置までカーソルを移 
動 

( ctrl ) 

(コント ロールキー） 

制御キー（このキー単独で 
は何も機能しません） 

(BS j 

(バックスペースキー〉 

カーソル前の1字削除 

( DEL ) 

(デリートキー） 

カーソル位置の1字削除 

(INS ) 

(インサートキー） 

挿入•上書きモードの切り 

換え 


キー/読み方 

機能例 

( xfer ) 

(エックスフ ァーキー） 

かな漢字変換 

( nfer ) 

(エヌファーキー） 

無変換 

( R Sp LL ) 

(ロールアップキー） 

上方向スクロール 

f ROLL ) 

(ロールダウンキー） 

下方向スクロール 

( grph ] 

制御キー（グラフィック文 
字入力） 

(へ鼠） 

説明画面の表示 

[ shift ] 

制御キー（大文字•小文字 
の切り換え） 

(リターンキー） 

改行 • 復帰 
入力した命令の実行 

mm 

[- j ( ->) 

(矢印キー） 

カーソル移動 
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ンの基本操作 


入カモードとキーの役割 



【英数字入カモード】 


基本 ロック したキーがない状態で文字キーを押したとき 
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[_] の文字は基本入力時とは異なる文字が入力されるキーです。 

• ロック したキーがない状態で{^]を押したまま文字キーを押したとき 



• [ caps ] が ロック 状態で文字キーを押したとき 
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【かな入カモード】 


基本 がロック状態で文字キーを押したとき 
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] の文字キーは基本入力時とは異なる文字が入力されるキーです。 


がロック状態で | SHIFf | を押したまま文字キーを押したとき 
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@ t ] テンキー（キーボード右部にある数字 
が並んでいるキーのこと）は、入カモ 
:ードに関係なく常に数字が入力できま 
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ンの基本操作 


リ乜ットによる再起動 


ひとつの作業が終わって別の作業を始めると 
きなど、パソコンを起動し直さなければなら 
ないことがあります。 

例えば 、 Disk BASIC でのプログラム開発を 
終わり、次に MS - DOS 上で動作するワープロ 
を使いたいときはパソコンを起動し直さなけ 
ればなりません。 

パソコンを起動し直すには、いったん電源を 
切ってもう一度電源を入れるという方法があ 
ります。しかし、もっと簡単でしかもバソコ 
ンにあまり負担をかけない方法があります。 
この方法を「リセット」と呼び、本体正面の 
左下にある黄色のリセットボタンを使います。 
リセットは、別のソフトウヱアを使うときの 
ほかに、プログラムが暴走してキーボードか 
らの入力などをまったく受け付けないときに 
も行います。 

リセットを行うと、パソコンは電源を入れた 
直後と同じ状態になります。このとき、それ 
までメモリに記憶されていたデータはすべて 
失われます。必要なデータは、リセットの前 
に フロ ッ ピー ディスクなどに保存しておいて 
ください。 

電源を入れてパソコンを起動するときには必 
ずフロッピーディスクを抜いて行いますが、 
リセットを行うときにはフロッピーディスク 
を入れたままでもかまいません。 

リセットを行うには、リセットボタンを静か 
に押します。2〜3秒間待って t 旨を離すと、ハ。 
ソコンがリセットされます。 
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作業の終了 


鼋源を切る前の注意 


パソコンでの作業が終わったら、次の点を確 
かめてから最後に電源を切ります。 

プログラムは終了していますか 

必ずプログラムを正常に終了させてから電 
源を切ってください。 

必要なデータは保存しましたか 

メモリ上の データは 電源を切ると消えてし 
まいます。必要のある データはフロッピー 
ディスクなどに保存しておきます。 

ドライブ装置などの動作は終わっていますか 

フロッ ピーディスクや ハー ドディスクなど 
のディスクアクセスランプが点灯していな 
いことを確かめてください。 

フロッピーディスクは抜きましたか 

電源を切る前に必ずフロッピーディスクを 
抜いてください。 

ハードディスクはリトラクトしましたか 

ハードディスクを使っている場合は、衝撃 
や振動による故障を最小限にするために 
r リトラクト」 という作業が必要です。 

リトラクトは一般に次の方法で行います。 
【Disk BASIC ] CLOSE 文の実行 
【 MS - DOS 】 [ sppl を押す 


注意 PC -286 VG - H 40 に内蔵しているハ 
ードディスクドライブやオプション 
の 20 MB 、40 MB 、80 MB のハードデ 
ィスクドライブには 「オートリトラ 
クト機能」 が搭載されています。電 
源スイッチをオフにしたときに自動 
的にリトラクトが行われるため、リ 
トラクトのための操作をする必要が 
ありません。ただし、外部にハード 
ディスクドライブを接続している場 
合などには上記の方法でリトラクト 
を行ってください。 
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作業の終了 


電源のオフ 


フロッピーディスクを取り出すなどの処置 
ができたら、パソコンや周辺装置の電源を切 
ります。 

電源を切る順番は次のとおりです。 

① パソコン 本体 

② 周辺装置 

パソコンの 電源を切るには、電源 スイ ツチを 
カチツと音がするまで押し込みます。 

パソコンの 電源が切れると電源表示ランプ 
が消えます。必ず電源表示ランプが消えたこ 
とを確かめてください。 



バソコ ンの電源を切ってもまだ安心しては 
いけません。次にまた パソコ ンを快適に使う 
ために、次のような処置をしてください。 


フロッピーディスクをしまいます 

フロッピーディスクは必ずエンベロープ 
に入れてしまっておきましょう。 


周辺装置のスイッチを確かめます 

接続している周辺装置の電源を切ります。 
チェックリストのようなものを作って貼 
つておくとよいでしよう。 



説明書などを片付けます 

使った説明書や原稿などは元の位置に戻 
します。次に使う人が説明書を見つけられ 
ずに大騒ぎするようなことがないように、 
きちんと整理しておきましょう。 



注意長期間使用しないときは、電源を切 
るだけでなく、電源コンセントから 
電源ケーブルを抜いておきます。 
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PC-286VG 


ソフトウェア編 


ソフトウエア編で取り上げるソフトウエアは、 
本機に添付されている日本語 Disk BASIC と、 
オプシヨンの日本語 MS - DOS です。ワープロ 
やデータベースなど MS - DOS 上で動くアブ 
リケーシヨンソフトを使いたい人は 「 MS - 
DOS 」、 日本語 Disk BASIC を使ってプログラ 
ムを作ってみたい人は 「Disk BASIC 」 の項を 
ご覧ください。 
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MS-DOS 


アブリケーシヨンソフトと MS_DOS 


アプリケーションソフトとは、ある決まった 
仕事をするために作られたプログラムのこと 
をいい、自分の目的にあったアプリケーショ 
ンソフトを使えばすぐにパソコンを有効に使 
うことができます。 

ただし、一般のアプリケーションソフトはパ 
ソコンを起動させる機能やハードウヱアを直 
接制御したり管理する機能を持っていません。 
(「システムディスクとは？」16ページ参照） 
そのため多くのアプリケーションソフトは、 
MS - DOS などの 0 S が提供する環境の上で動 
作するようになっています。 

0 S とは 、 Operating System の略で、パソコン 
本体や周辺装置などのハードウェアを制御し 
たり管理する機能を持ったプログラムのこと 
をいいます。 

そしてパソコンは 0 S のシステムによって起 
動します。「起動」とはパソコンを使える状態 
にすることです。 

なぜアブリケー ション ソフト の 0 S に MS - 
： DOS が組み込まれるようになったのか、アブ 
リケー ション ソフトと MS-DOS の 関係に つ 
いて簡単に説明しましょう。 

0 S には、 MS - DOS をはじめ CP / M や Disk 
BASIC などさまざまな種類のものがありま 
す。とくに MS - DOS は、最初からディスクが 
ついている コンピュータ向けに開発された 
0 S のため、その管理能力は当時の 0 S の中で 
は非常に高いものでした。より優れた 0 S 上で 
動かすことによってアプリケーションソフト 
側の負担を少なくするために、 MS - DOS 上で 
動くアプリケーションソフトが多く市販され 
るようになったわけです。 

また、同じ 0 S 上で作成したデータであれば、 
そのまま、あるいは若千の加工をして別のア 
プリケーションソフト上で利用することがで 
きるといったメリットもあり、アプリケーシ 
ョンソフトと MS - DOS の関係はますます切 
っても切れないものになっています。 
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市販のアプリケーションソフトは膨大な数に 
なり、ひとつひとつの説明をすることはでき 
ませんが、いくつかのグループに分類するこ 
とができます。アプリケーションソフトの分 
類例をいくつかあげてみましょう。 


ワープロソフト 

文章を作るためのアプリケーションソフト 
です。入力した文章を決まった書式に整え、 
文章の中の文字の大きさを変えたり、王經 
や網掛けなどの修飾をすることができます。 

データベース ソフト 

大量のデータを整理して蓄積しておくため 
のアプリケーションソフトです。検索機能 
を使って目的のデータを探し出したり、ソ 
ート機能を使ってデータをある約束に従っ 
て並べ替えることができます。また蓄積し 
たデータを使って、ダイレクトメールの住 
所をタックシールに印刷することもできま 
す0 


業務ソフト 

給与計算や販売管理など、ある特定の業種 
や業務用に開発されたアプリケーションソ 
フトです。 

アプリケーション • ユーテイリテイソフト 

あるソフトに付加価値をつけたり、そのソ 
フトの機能をアップさせたり、またより使 
いやすくさせるようなアプリケーションソ 
フトです。 


プ OV 7 卜 




ゲームソフト 

ロールプレイングゲーム、アドベンチャー 
ゲームなどいろいろな形のゲームがありま 
す。 
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MS-DOS 

_ J 

MS - DOS の起動 



MS - DOS 上で動くアプリケーションソフト 
を使うためには、まず最初に MS - DOS を起動 
しなければなりません。 

アプリケーショ ンソフ トの中には、 MS-DOS 
がすでに組み込まれている（バンドルされて 
いる）ものがあります。この場合は、アプリ 
ケーショ ンソフ トのシステム デイ スクをセツ 
卜するだけでプログラムを起動して使うこと 
ができます。 

しかし、 MS - DOS が組み込まれていないアプ 
リケーションソフトの場合には、 MS - DOS の 
システムディスクを別に用意しなくてはなり 
ません。 MS - DOS のシステムデイスクは 、 MS 
- DOS のパッケージを別に購入するか、 MS - 
DOS が組み込まれているほかのアプリケー 
ションソフトを利用します。それぞれのアブ 
リケーションソフトの説明書を参照して MS 
- DOS を組み込んでください。 

注意 MS - DOS が組み込まれているか（バ 
ンドルされているか）どうかは購入時 
に確かめてください。 


まず、 MS - DOS のシステムディスクまたは 
MS - DOS を組み込んだアプリケーシヨンソ 
フトのシステムディスクを用意します。 

次にパソコンの電源を入れます。電源を入れ 
るときには、「電源のオン」 （21 ページ）を参 
照してください。 

パソコンの 電源が入ったら、用意したシステ 
ムディスクをフロッピーディスクドライブに 
セットします。起動のためのフロッピーディ 
スクは、ドライブ1(上側のフロッピーディ 
スクドライブ）にセットします。フロッピー 
ディスクをセットするときは、「フロッピーデ 
ィスクのセットと取り出し」 （22 ページ）を参 
照してください。 

バソコ ンが フロ ッ ピー ディスクから必要な情 
報を読み取ると、画面に MS - DOS のバージヨ 
ンなどを示すメッセージを表示します。 


マイクロソフト MS-DOS バージヨン x. xx 
Copyright xxxx, xx Microsoft CorpV … 
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続いてすぐにアプリケー シヨンソフ トが動き 
始める場合と、次のように日付を表示する場 
合があります。 


現在の日付は XXXX - XX-XX (X) です. 
日付を入力してください： 


秒は1/100秒単位で表示されます。ここでも時 
刻が正しいときは rzn だけを押します。 
時刻がまちがっているときは、次の形で時刻 
を指定します。 

【時刻】（時）：（分）：（秒） 


MS - DOS では、 ファイルをフロ ッ ピーディス 
クなどに保存するときに、ファイルを保存し 
た日付と時刻もいっしょに記録します。この 
日付や時刻は、ファイルを管理する上で大切 
な手掛かりになりますので、表示された日付 
がまちがっているときは正しい日付を入力し 
ましょう。日付は次の形で入力します。 

【日付】（西暦の年)-(月）-（日） 


例えば、1990年8月21日は「1990-8-21」と入 
力します。 

日付を入力したら必ず GZ ] を押します。 
曜日は入力する必要はありません。入力され 
た日付から自動的に曜日を計算してくれます。 
日付が正しいときは日付を入力する必要はあ 
りません。 CZ ] だけを押してください。 
日付に続いて次のように現在の時刻を表示し 
ます。 


現在の時刻は XX : XX : XX . XX です. 
時刻を入力してください： 


時は24時間表記 （0 〜 23) で入力します。 


時刻まで入力したところでアプリケーション 
が動き始める場合、あるいは画面に 「 A >」 

と表示する場合があります。 

自動的にアプリケーションソフトが動き始め 
るのは、 AUTOEXEC . BAT というファイル 
の働きによるものです。起動に使ったフロッ 
ピーディスクの中に AUTOEXEC . BAT とい 
うファイルがあると、 MS - DOS の起動時にこ 
のファイルに指示されている処理を 行います。 
AUTOEXEC . BAT の中にアプリケーション 
ソフトを起動するためのコマンドを指定して 
おけば、 MS - DOS を起動すると自動的に目的 
のアプリケーシヨンソフトを起動で きます。 



バソコ ン内部のカレンダ時計は NiCd 
電池で駆動しています。したがって日 
付と時刻は、ハ。ソコンを起動するたび 
に設定する必要はありません。 
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MS-DOS 


コマンドレベル 


MS - DOS が起動して何もプログラムが実行 
されなかったときの、下図のような状態 （1 文 
字のアルファベットと不等号を表示）を r コ 

マンドレベル」 といいます。 


[ A>| 



自動的にアプリケーションソフトが動いたと 
きは、説明書に従ってアプリケーションソフ 
卜を正常に終了すると上のような状態になり 
ます。 

コマンドレベルとは、 MS - DOS の コマンド 
(命令）を受け付けられる状態のことをいい、 
「コマンド 待ち状態」とも呼ばれています。こ 
の状態のときに入力された コマンドを、 解 
釈•実行する プログラムが 「 COMMAND . 
COM 」 です。 

COMMAND . COM はコマンドを処理するこ 
とから 「コマンドプロセッサ」 といわれてい 
ます。 

COMMAND . COM は、 MS - DOS 起動時に自 
動的に読み込まれ、メモリ上に常駐するので 
コマンドプロセッサの機能をいつでも呼び出 
すことができます。 

コマンドプロセッサは、入力されたコマンド 
を受け付けて OS の機能を引き出したり、実行 
したいコマンドを OS に伝えるものと考えれ 
ばよいでしよう。 


コマン R 越鉍.卖忤ぬ 



• 引き出し .... 




コマンドレベルで入力されたコマンド 

は COMMAND . COM がすべて大文字 
に変換してから実行します。したがつ 
て、コマンドの入力は大文字でも小文 
字でもかまいません。 


コマ：^の >力は:女卞 z 芒〇 K. 


^ABCDE 

ABCDEF 

\ F 
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MS-DOS 


ファイルの確認 


コマンド プロセッサは、それ自体でファイル 
名を表示したりファイルを別の場所にコピー 
するといった機能を持っています。ファイル 
名の表示は、フロッピーディスクなどに保存 
されているデータを確かめるために使います。 
画面が コマンドレベルの 状態にあることを確 
認してから、次のように操作してください。 

► DIR と入力して [^3 を押します。 

画面に表示されるのは、フロッピーディスク 
に保存されているフアイルのファイル名やそ 
の大きさなどです。 


COMMAND COM xxxxxx xx-xx-xx xx : xx 

I III 

① ②③④ 

①はファイルの名前（ファイル名）です 。 MS 
- DOS の ファイル 名は半角文字で8文字まで 
のファイル名と、3文字までのファイル拡張 
子で構成されています。 ファイル拡張 子には 
特別な意味を持つものがあり、ファイル拡張 
子によってファイルの種類を区別できます。 
特別な意味を持つファイル拡張子には、 
COM / EXE / BAT などがあります。 


拡張子 

ファイルの意味 

COM 

EXE 

MS - DOS 上で動くプログラムを 
格納したファイル 

BAT 

バ'ツチファイルのこと 
このファイルに指定されたコマン 
ドを続けて実行できる 
( AUTOEXEC . BAT もバッチフ 

ァイ ルのひとつ） 


またアプリケーションソフトの中には、独自 
のファイル拡張子を付けてそのアプリケーシ 
ョンソフトで使うファイルを区別しているも 
のもあります。 

②はファイルの大きさをバイト単位で示して 
います。また、③と④はファイルが作成され 
た日付（③）と時刻（④）を示しています。 
しかし、ファイルの数が多いと最初に表示し 
たファイルはすぐに画面から消えてしまいま 
す。ファイルが1つの画面に表示しきれない 
ときは、次のようにします。 

► DIR/W と入力してを押します。 

ファイルの大きさなどは表示されませんが、 

1行に5つずつのファイル名を表示します。 


コマン K レベル杈酿に 3^ 

加淹… 


と入わ 


她. 
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MS-DOS 


テキストファイルの表示 


DIR コマンドで表示したファイルの一覧の中 
に README. DOC というファイルはありま 
せんか。または、これに似たファイル名 
(README など）はありませんか。もし見つ 
かったら次のようにしてみてください。 

► TYPEDREADME . DOC と入力して riT ] 
を押します。 

違うファイル名がついているときは、 READ 
ME. DOC の部分にそのファイル名を入力し 
ます。 

画面に何か文字が表示されたはずです。これ 
は、 README. DOC などのファイルに保存さ 
れている文章です。多くの場合、 README. 
DOC などというファイル名のファイルには、 
説明書に盛り込めなかった補足説明や、とく 
に注意しなければならない注意事項などが書 
かれています。もしこのようなファイル名を 
見つけたら、 TYPE コマンドを使って一見す 
る価値はあります。 

このように TYPE コマンドを使って保存され 
ている文章を表示できるファイルを、 テキス 
トファイルと 呼びます。ファイル拡張子に 
BA 丁のついたバッチファイルや MS-DOS の 
動作状態を指定した CONFIG. SYS ファイル 
などもテキストフアイルです。 



TYPE README. DOC 



しかし、これも最初に表示した部分は画面か 
ら消えてしまいます。テキストファイルをゆ 
っくりと見る方法として、次のような方法が 
あります。 

表示を停止する 

ファイルの内容を表示している途中で 
[ CTRL ] を押したまま ( S ) を押すと、表示 
が一時停止します。@などを柙すと再 
び表示を開始します。 

プリンタに打ち出す 

プリンタの電源を入れたり、用紙をセット 
するなどの準備をしておきます。次に 
[^3 を押したまま CZ ] を押します。そ 
して TYPE コマンドを実行すると、ファイ 
ルの内容がプリンタに打ち出されます。も 
う一度 [ CTRL ) を押したまま (P ) を押すと 
プリンタへの出力をしなくなります。 

ワープロなどを使う 

MS-DOS 上で動くワープロや エディ タな 
どは、テキストファイルを読み込むことが 
できます。ワープロでテキストファイルを 
読み込めば、画面に表示するなりプリンタ 
に打ち出すなりして、ゆっくりと内容を確 
かめることができます。 
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MS-DOS 


起動ディスクとドライブ名 


いままでフロッピーディスクに保存されてい 
るファイルの一覧やテキストファイルの内容 
を表示してきましたが、フロッピーディスク 
ドライブはもう1台あります。さらにハード 
ディスクなどを使っている場合もあります。 
もう1台のフロッピーディスクドライブにセ 
ットされたフロッピーディスクやハードディ 
スタのファイルの一覧はどのようにして表示 
したらよいでしょう。 

MS-DOS では、これらの装置にそれぞれ名前 
を付けています。この名前をドライブ名とい 
い、 A から始まるアルファベットがドライブ 
名になっています。 


【例】 

フロッピーディスクドライブ2台とハードデ 
イスクドライブを1台使っている場合 


フロッピーディスクドライブ 

ハードディスク 

ドライブ 

1 

2 

A (起動） 

B 

C 

B 

C 

A (起動) 


本来ファイルを指定するときには、ファイル 
名といっしょにドライブ名も指定しなければ 
なりません。しかし、「ファイルの確認」 （39 
ページ）や「テキストファイルの表示」 （40 


ページ）の操作の中では、ドライブ名をまっ 
たく指定しませんでした。これは、ドライブ 
名を指定しないときには 「カレントドライブ」 
と呼ばれるドライブの情報を参照するという 
約束があるからです。 

コマンドレベルで表示している 「A>」 とい 
うのは、現在のカレントドライブが A ドライ 
ブであることを示しています。 

ドライブ名は、1文字のアルファベットとコ 
ロン（：）で指定します。例えば、 B ドライ 
ブのフロッピーディスクのファイルを指定す 
るには次のようにします。 

【ファイル名の一覧表示】 

DIRDB : 

[README. DOC ファイルの表示】 

TYPEDB : README. DOC 

またカレントドライブを変更するには、新し 
くカレントドライブにしたいドライブ名を入 
力して r^n を押します。 


A> B : 

巳〉 





フ D.vtf- 
〒ネス々 W 7.. 

〇 

CZ^A) 


ハイギィスウ6イブ. 

(ご MC と有3と…） 


DIRB: 

( BK ライラ;^福定します） 



FDD 赵售 h したとき 
HDD 巷！^したヒ吏 
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MS-DOS 


ディスクのフォーマット 


ms - dos 上で動く rV リケーションソフト 

のデータを保存するには、フロッピーディス 
クなどを MS - DOS のデータが保存できるよ 
うにフォーマットしなければなりません。フ 
ロッピーディスクをフォーマットするには、 
FORMAT というコマンドを使います。アプ 
リケーションソフトの中には、この 
FORMAT というコマンドを知らなくてもフ 
ロッピーディスクをフォーマットできるよう 
に、ユーティリティなどの中にこの機能を組 
み込んでいるものもあります。ユーティリテ 
ィの中に「データディスクの作成」とか「ワ 
ークディスクの作成」などというメニューが 
あったら、フロッピーディスクをフォーマッ 
卜するための機能だと思ってまずまちがいあ 
りません。 

ここでは、直接 FORMAT コマンドを使って 
フロッピーディスクをフォーマットする方法 
を説明します。 

FORMAT コマンドを実行するには、フロッ 
ピーディスクに FORMAT . COM または 
FORMAT . EXE というファイルがなければ 
なりません。まず DIR コマンドを使ってこの 
ファイルがあるかどうかを確かめてください。 
FORMAT . COM ( FORMAT . EXE ) が見つ 
かったら、次のようにフォーマットを行いま 
す0 


❶ FORMAT . COM が保存されているフロッ 
ピーディスクを A ドライブにセットします。 

❷ B ドライブにこれからフォーマットするフ 
ロッピーディスクをセットします。 

© FORMAT DB :と入力してを押し 
ます。 

❹ 任意のキー （^3 など）を押します。 

©フォー マットするフロッピーディスクの夕 
イプを選びます。 2 HD タイプのフロッピー 
ディスクを使うときは2、 2 DD タイプのフ 
ロッピーディスタを使うときは1と入力し 
て C 3 を押します。 

❻ フォーマットが終わったら、 N と入力して 
口 を押します。 

これで B ドライブにセットされた フロ ッ ピー 

ディスクに MS - DOS のデータが保存できる 

ようになりました。 

注费すでにデータが保存されているフロ 
ッピーディスクをフォーマットする 
と、フロッピーディスク上のデータは 
すべて消えてしまいます。使用するフ 
ロッ ピーディスクに必要なデータが 
保存されていないことを確かめてか 
らフォーマットを行ってください。 
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MS-DOS 


ディスクのバックアップ 


フロ ッピーディスクに保存されているデータ 
は、自由に書き加えたり消したりすることが 
できます。これは大変便利なことですが、逆 
に大切なデータをまちがって消してしまう可 
能性もあります。そこで、システムディスク 
など大切なデータが保存されているフロッピ 
ーディスクは、必ずバックアップを取ってお 
きましょう。 

フロッピーディスク全体のバックアップを取 
るには DISKCOPY コマンドを使います。 
DISKCOPY コマンドを実行するためには、 
DISKCOPY . COM というファイルが必要で 
す。 DIR コマンドでこのファイルがあるかど 
うかを確かめてください。 

注意 アプリケーシヨンソフトの中には、バ 
ックアップを取れないようになって 
いるものがあります。このようなアプ 
リケーシヨンソフトは、あらかじめ予 
備の フロッ ピーディスクが添付され 
ているか、アプリケーシヨンソフトの 
販売会社のバックアップサービスを 
受けるようになっています。使用する 
アプリケーシヨンソフトの説明書の 
指示に従ってください。 


アプリケーションソフトの中には、 DISKCOPY コ 
マンドが用意されていないものもあります。 
できれば、 MS - DOS のハ。ッケージを別に購入 
するとよいでしょう。 

DISKCOPY . COM が見つかったら、次のよう 
にして フロ ッピー デイ スタのハへソクアップを 
取ります〇バックアップを取るために、コピ 
一元の フロ ッピーディスクと同じ形式で フォ 
-マット された同じタイプの フロ ッピーディ 
スクを用意します。 

❶ DISKCOPY . COM が保存されているフロ 
ッピーディスクを A ドライブにセットしま 
す。 

©DISKCOPYDA : DB :と入力して fTT ] 
を押します。 

&コ ピー元のフロッピーディスクを A ドライ 
ブ、コピー先のフロッピーディスクを B ド 
ライブにセットします。 

©任意のキー （^3 など）を押します。 

❺ データのバックアップが終わったら、 N と 
入力してを押します。 


\DIR コマ構認します.爪ーム ナ'^ 


コピ■元《 

■7〇,ずスウ专 
A 卜.ラ IV へ 




DISKCOPY /\: B ； 
と; 


二 Itf 一先0•フ D.vtf -々方 
BP7<7^ 


ラィ f 

令 



❾任 Ht 



N i：Ati it 
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MS-DOS 


ファイルの コビー 

DISKCOPY . COM がないときや、フロッピー 
ディスク全体でなく一部のファイルのバック 
アップを取りたいときがあります。このよう 
にファイルごとのバックアップを取ったり、 
ファイルを別のディスクにコピーするのには 
COPY コマンドを使います 。 COPY コマンド 
は、 DIR コマンドや TYPE コマンドと同じよ 
うにこのコマンドを実行するために特別なフ 
ァイルは必要ありません。 

COPY コマンドは次の書式で使います。 

【書式】 COPY □ コピー元のファイル□コピ 
一先のファイル 

コ ピー元のファイルと コ ピー先のファイルは 

次のように指定します。 

【コピー元のファイルの 指定例】 

A : COMMAND. COM 

指定したファイルをコピーします。指定す 
るドライブがカレントドライブのときはド 
ライブ名を省略できます。 


【コ ピー先の ファ イ ルの 指定方法】 

巳： 

指定したドライブに、元のファイル名と同 
じファイル名で コ ピーします。 

B : README. BUN 

ファイルを コピー するとき、 コピー 先のフ 
ァイル名を指定したファイル名にします。 

【例】 

A ドライブの README . DOC というファイ 
ルを B ドライブに コピーす る。 

COPY README. DOC B : 

【例】 

A ドライブの README . DOC というファイ 
ルを B ドライブに README . DAT というフ 
ァイル名で コピーす る。 

COPY README. DOC B : README. DAT 


(DISKCop 丫 Com ゎぐなぃ ) 


または、 — 部のフ ? イ I し (7>/ く》ンウァ . リ "7。5 
耳マ 1 1 たい kf は … 
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MS-DOS 


環境設定とは？ 


MS-DOS の環境とは、 MS-DOS を動作させる 
ための諸条件のことをいいます。 MS-DOS の 
動作環境は CONFIG. SYS というファイルに 
よって決められます。 

CONFIG. SYS ファイルの内容は、 TYPE コ 
マンドで見ることができます。 

^ TYPEDCONFIG. SYS と入力して f ^ ) 
を押します。 

画面に次のような内容が表示されます。 

( FI し ES=10 
巳 UFFERS=10 
DEVICE = ESCP. SYS 
DEVICE=MOUSE. SYS 


CONFIG. SYS ファイルで動作環境を設定す 
るために専用のコマンドがいくつか用意され 
ています。とくに、次の 3 つはよく使います 
ので覚えておいてぐださい。 


TYPE conAG. SY^ 

と;^し7 



Cf»leO 


(7? ィ，レ数は） 



コマンド 

内容 

FILES 

同時に読み書きできるフ 
ァイル数を設定 

BUFFERS 

ディスクの読み書きを行 
うときのハへソファ（一時 

保管領域）数を設定 

DEVICE 

拡張機能（デバイスドラ 
イバ）の組み込み指定 



CONFIG. SYS フアイルは、 COPY-EDLIN- 
CUSTOM コマンドなどを使って設定したり 
変更することができます。とくに CUSTOM 
コマンドは、メニュー対話方式で CONFIG. 
SYS ファイルを作成することができる便利 
なコマンドです。 


(pEVICE) 
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MS-DOS 


ワイルドカードとは？ 


DIR コマンドや COPY コマンドを使うときに 
は、ファイル名にワイルドカードが使えます。 
ワイルドカードとは、ファイル名を指定する 
ときにファイル名の代わりになるもので、卜 
ランプのジョーカーのような働きをするとこ 
ろからこのように呼ばれています。 


ワイルドカードの種類と働きは次の通りです。 


(アスタ 51 ! リスク） 

任意の文字列を 表します。 
どんな文字でも、何文字で 
もかまいません。 

? 

(疑 Fi 符） 

任意の1文字を 表します。 

1つの？に半角1文字か，!* 
応します。 


ワイルドカードを使うと、複数のファイルを 
一括して指定することができます。ワイルド 
カードを効率的に使うために、ファイル名を 
付けるときに次のようにするとよいでしょう。 

共通のファイル拡張子を付ける 

アプリケーションソフトの中には、自動的 
に固有のファイル拡張子を付けて、そのア 
プリケーションソフトで扱うファイルを区 
別しているものがあります。ファイルを拡 
張子を自分で設定できる場合にもこの方法 
を利用して、ファイルの分類ごとにファイ 
ル拡張子を決めておくと便利です。 



共^！^7?ィ I し張?"？つ 1 ^ 



フ7•ィ，レ⑺ S 柔， 
加ゃレ 
坑? feV ? 決則 ; 


ファイル名の先頭を揃える 

ファイル名の先頭の何文字かを同じにして 
おけば、アスタリスク （*) を使ってファ 
イルを一括で指定できます。 

ワイルドカードの使用例についは、 ユーザー 
ズマニュアル「応用活用編」をご覧ください。 


7?心レ％ cn 去頭 S 威り ( A>DIR PC 米.*) 


PC 

pc 

pc 

PC 



叫 PAT X X X X 
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MS-DOS 


ハードディスクの利用 


これまで主にフロッピーディスクを使っての 
処理を説明してきましたが、フロッピーディ 
スクと同じようにデータを保存する装置にハ 
ードディスクがあります。ハードディスクに 
はフロッピーディスクと比べて次のような優 
れた点があります。 



内蔴 外辛 ? 


大容量 

ハードディスクに保存できるデータの容量 
は、 20 MB あるいは 40 MB などかなり大きな 
ものです。 2 HD タイプのフロッピーディス 
クに保存できるデータは約 1 MB ですので、 
これと比べるとその容量の大きさがわかつ 
ていただけるでしよう。 


大皆# 

20 MB またし古 

> 4-0 MB. 




フロ 

〒ね々 




ハード干；ス勹 


高速 

ハードディスクのデータを読み書きするス 
ピードは、フロッピーディスクと比べてか 
なり高速です。かな漢字変換のための辞書 
ファイル、データベースのデータファイル 
など、ファイルの内容を頻繁に参照するプ 
ログラムを使うときなどは、ハードディス 
クを使うとよいでしょう。 

分割利用 

フロッピーディスクでは、 MS-DOS でフオ 
ーマットしたフロッピーディスタには MS 
- DOS のファイル 、 Disk BASIC でフオーマ 
ットしたフロッピーディスタには Disk 
BASIC のファイルしか保存できません。し 
かしハードディスクの場合は、1台のハー 
ドディスクの中にいくつかの 0 S のデータ 
を保存する領域を作ることができます。例 
えば、ハードディスクの半分を MS-DOS 
で、残りの半分を Disk BASIC で使う、とい 
うことができます。 



\ 7 〆 !ごい、保…•ぎま队. 



ハード〒;7 7 
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MS-DOS 


ハードテイスクのフオーマット 


ハードディスクにデータを保存するには、フ 
ロッピーディスクと同じようにフォーマット 
をしなければなりません。しかし、フロッピ 
ーディスクのように簡単にはいきません。ハ 
ードディスクをフォーマットするには、物理 
フォーマットと論理フォーマットという2つ 
の段階を踏まなければなりません。 

物理フォーマット 

物理フォーマットは、使用する 0 S に関係な 
くハードディスク全体の準備を整えます。 
物理フォーマットは、1台のハードディス 
クに対して1回だけ行います。 

論理フォーマット 

論理フォーマットでは、ハードディスクの 
中のどこからどこまでをどの 0 S で使うか 
を設定します。さらに、それぞれの 0 S のデ 
一夕管理をするために必要な情報を書き込 
みます。論理フォーマットは、ハードディ 
スクが物理フォーマットされていなければ 
実行できません。論理フォーマットは、 0 S 
の領域1つに対して1回行います。 


また、論理フォーマットには標準フォーマッ 
卜と拡張フォーマットという2種類のフォー 
マット方法があります。主に標準フォーマッ 
卜は 20 MB まで、拡張フォーマットは 20 MB を 
越える ハ ード ディ スクをフォ ーマッ トすると 
きの方法です。 

アプリケーションソフトに組み込まれている 
MS - DOS は標準フォーマットの機能しか持 
つていないため 20 MB までのハードディスク 
しか使えません。 40 MB 以上のハードディス 
クを使うには拡張フォーマットの機能を持つ 
ている MS - DOS のパッケージを別に購入す 
る必要があります。 

MS - DOS でハードデイスクをフォーマット 
するには FORMAT / H というコマンドを使 
います。このコマンドのメニューの中で「装 
置初期化」が物理フォーマット、「領域確保」 
が論理フォーマットに当たります。 

ハードディスクをフォーマットする方法につ 
いては、使用するソフトウヱアの説明書を参 
照してください。 

また 『ユーザーズマニュアル』 の応用活用編 
「第1章ハードウェア」もあわせてご覧くだ 
さい0 


ノいド开ス々全体“港^ ★.) 

1’ 伽 - ふ 卜/ 

JJ 



r 

II 

C 


ご 编理 

ノ 

.. 論理卜 

，心まマ 


C of^n3^ 7 才-トノ 

•卿?卜 7 ••，ト ベス 0 —まり 

• n トベ^^) 


私に紐祕ま 
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Disk BASIC 


Disk BASIC とは？ 


Disk BASIC の 「 BASIC 」 とは、 Beginner’s 
All-purpose Symbolic Instruction Code の略 
で、日本語に訳せば「初心者向きに多目的か 
つ簡単に表した命令語」となります。 

BASIC はもともとアメリカで生れたコンビ 
ュータ言語のため、命令はすべて英語が元に 
なっています。 

では、 BASIC とはいったい何をするものなの 
でしよう0パソコンは0と1の集りである機 
械語と呼ばれる言葉でないと理解できません。 
しかし、0と1だけが'並んでいても人間には 
そう簡単には理解できません。そこで、人間 
が普段使っている言葉に近い言葉を使ってパ 
ソコンに命令を与える方法が考えられました。 
その方法のひとつが BASIC 言語です。 
BASIC 言語は、簡単な英語を元に作られた命 
令を機械語に翻訳して、パソコンが理解でき 
るようにします。 

パソコンは、 BASIC 言語によって機械語に翻 
訳された命令に従って、画面に文字や絵を表 
示したり複雑な計算を行います。また、外部 
の装置とデータをやり取りすることもできま 
す。 

BASIC は「初心者向きの…」という名前のと 
おり、比較的初心者にもなじみやすい言語の 
ひとつです。簡単なプログラムを作ってみる 
のには手頃なソフトウェアです。しかし、 
BASIC は人間が与えた命令を機械語に翻訳 
しながら実行しているので、高速な処理が要 
求されるものには向きません。また手軽な反 
面、処理に対する制限も多く、本格的にプロ 
グラムを作るのには向かない面もあります。 


Disk BAS 


Be ダ " "e 卜 ’ s’ 

^H-purpose ^ / 

Symbolic ^ 

1 nstmctioh 

Code 


c 
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では、 「 Disk 」 の部分にはどんな意味があるの 
でしようか。 

BASIC は、もともとフロッピーディスクを使 
うことを考えて作られたものではありません。 
BASIC はフロッピーディスクなどの装置を 
制御するための 「0 S 」 ではなく、プログラム 
を作るための「言語」だからです。 
プログラムを作るための BASIC 言語に、フロ 
ッピーディスクやハードディスクなどのディ 
スクに対応できる機能を付け加えたものが 
Disk BASIC です。つまり 「 Disk 」 の部分に 
は、フロッピーディスクやハードディスクに 
対応する機能がついている、という意味があ 
ります。 

Disk BASIC では、作ったプログラムをフロ 
ッピーディスクに保存したり、フロッピーデ 
ィスク上のデータを読むこともできます。も 
ちろん、フロッピーディスクにデータを保存 
することもできます。また、プログラムの中 
からフロッピーディスクに保存されている別 
のプログラムを呼び出すこともできますので、 
プログラムの中にたくさんの機能を盛り込む 
ことができます。 

また、日本語 Disk BASIC の日本語機能を使 
えば、プログラムの中で日本語のメッセージ 
を表示したり、日本語で入力したデータを保 
存しておくこともできます。日本語でメッセ 
ージを表示すれば、メッセージの内容がわか 
りやすくなり処理の効率アップにつながりま 
す。また、日本語でデータを保存しておけば、 
そのまま住所録や名簿などを作ることができ 
ます。 

Disk BASIC の機能を一度にすベて活用する 
のは難しいことです。自分の興味のあるもの 
から少しずつ覚えましょう。 
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Disk BASIC 


Disk BASIC の起動 


Disk BASIC を使えるように準備する、つま 
り Disk BASIC を起動するには、まず Disk 
BASIC のシステムディスクを用意しなけれ 
ばなりません。 ハ。 ソ コンに 添付され ていた 日 
本語 Disk BASIC のシステムディスクを用意 
してください。 

システムディスクの用意ができたら、次にパ 
ソコンの電源を入れます。電源を入れるとき 
には、「電源のオン」 （21 ページ）を参照して 
ください。 

パソコンの電源が入ったら、用意した Disk 
BASIC のシステムディスクをフロッピーデ 
ィスクドライブにセットします。システムデ 
ィスクは、ドライブ1(上側のフロッピーデ 
ィスクドライブ）にセットします。システム 
ディスクをセットするときは、「フロッピーデ 
ィスクのセットと取り出し」 （22 ページ）を参 
照してください。 

パソコンがシステムディスクから必要な情報 
を読み取ると、画面に次のメッセージを表示 
します。 

Disk version 

How many files ? (0-15) 


2 行目の 「How many files ? (0 -15 )」 とい 

うのは、プログラムの実行中に同時にいくつ 
のファイルをオープンする必要があるかをた 
ずねています。 

BASIC では外部の装置などとデータをやり 
取りするとき、相手側をファイルとして扱っ 
ています。ファイルにデータを送ったりファ 
イルのデータを読み取るには、最初にファイ 
ルのデータを読み書きできるように準備しな 
ければなりません。ファイルのデータを読み 
書きできるようにすることを 「ファイルを才 
ープンする」 といいます。 BASIC では 、 OPEN 
文を使ってファイルをオープンします。この 
とき同時にいくつかのファイルをオープンし 
ておいて、あるファイルからデータを読み取 
り別のファイルに書き込む、ということがで 
きます 0 「How many files ? (0 - 15 )」 とい 
う質問に対して、指定できる値は〇〜15の整 
数です。 

何も入力しないでだけを押すと、自動 
的に パソコンに 接続されている フロ ッ ピー デ 
ィスクドライブとハードディスクドライブの 
台数の合計の数が指定されます。 



7?イ，しめ〒一今方！^み f mi ように 
聲滿ぞ3 (フ?仅/?才耵とぃう） 
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同時にオープンできるファイルの数を入力し 
た後の動作は、ハードディスクを使っている 
かどうかによって違います。 

ハードディスクドライブを使っている場合は、 
続いて次のメッセージを表示します。 


^ User identifier ? 

ここでは、いまこの パソコンを 使っている人 
を見分けるためのユーザー識別名を入力しま 
す。ユーザー識別名は、アルファベットまた 
は数字で始まる3文字までの文字列です。ハ 
ードディスクにはたくさんのデータが保存で 
きるので、何人かで1つのハードディスクを 
共用することがあります。このようなとき、 
ほかの人にファイルを消されてしまったり書 
き換えられてしまう危険性があります。そこ 
で、ひとつひとつのファイルに、誰が、作った 
ファイルかを示すユーザー識別名を登録して 
おきます。ハードディスクに保存されている 
ファイルの内容を読んだり書き換えるために 
は、そのファイルに登録されているユーザー 
識別名と同じユーザー識別名を入力しなけれ 
ばなりません。キャッシュカードの暗証番号 
と同じと考えればわかりやすいでしよう。 


ただし、ユーザー識別名の中でも「999」とい 
うユーザー識別名だけは特別な意味を持って 
います。このユーザー識別名を使って保存さ 
れたファイルは、どん'なユーザー識別名を使 
っていても読んだり変更することができます。 
何人かで共通で使うプログラムなどは、この 
ユーザー識別名で保存しておくとよいでしょ 
1 〇 

何も入力しないでだけを押すと、ユー 
ザー識別名は「□□口」（スペースが3つ）に 
なります。 

ハードディスクを使っていないときは同時に 
オープンできるファイルの数を入力し終わる 
と、またハードディスクを使っているときは 
同時にオープンできる ファイルの 数と ユーザ 
一識別名を入力し終わると Disk BASIC が起 
動します 。 Disk BASIC が起動すると、画面に 
は Disk BASIC のバージョ ンや ユーザーエリ 
アの大きさを表示します。最後に 「0 K 」 と表 
示されれば 、 Disk BASIC が ユーザーからの 
命令を受け付けられます。 

Disk BASIC では、ひとつの処理が終わると 
「0 K 」 と表示します。 「0 K 」 と表示されたら次 
の命令をキーボードから入力することができ 
，ます 0 


[User i4entif#er?| 




ソフトウェア編53 






























Disk BASIC 


ディスクのバックアップ 


日本語 Disk BASIC を起動したら、まず最初 
にシステムディスクとユーティリティディス 
クのバックアップを取ります。ディスクのバ 
ックアップは、ユーティリティディスクの中 
にあるユーティリティプログラム「巳 MENU 」 
を使って行います。 

ディスクのバックアップを取るには、バック 
アップ元（原本）のディスクとバックアップ 
用のフロッピーディスクが必要です。原本の 
ディスクは、誤ってデータを壊してしまわな 
いようライトプロテクト状態（「データを守る 
ために」19ページ参照）にしておきます。ま 
たバックアップ用のフロッピーディスクは2 
HD タイプのものを2枚用意します〇バック 
アップ用のフロッピーディスクは、できれば 
新しいものを用意してください。いままで使 
っていたものを使う場合は、消してはいけな 
いデータが入っていないことを十分に確かめ 
てください。また書き込み禁止になっている 
場合は書き込み禁止を解除してださい。 
これらの準備ができたら、次の手順に従って 
ハヘンクアップを取ります 0 


注意 すでにデータが保存されている フロ 
ッ ピー ディスクにデータをバックア 
ップすると、 フロ ッピーディスク上の 
データはすべて消えてしまいます。使 
用する フロッピー ディスクに必要な 
データが保存されていないことを確 
かめてからバックアップを行って下 
さい。 

❶ ドライブ1にユーティリティディスクをセ 
ットし 、 RUN ’’ BMENU ” と入力して 
を押します。 

ユーティリティプログラムが起動して、下の 
ようなメニュー画面（メインメニュー ） を表 
示します。 

まず、ユーティリティディスクのバックアッ 
プを取ります。メニュー中の 「ディスクバッ 
クアップ」 を選びます。 

❷ ユーティリティプログラムが起動した直後 
は、カーソルが「ディスクバックアップ」 
の位置にあります。そのまま r ^ n を押し 
ます。 
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次にバックアップを取るフロッピーディスク 
の種類と、フロッピーディスクがセットされ 
ているドライブ番号を指定します。 

❸ 「 FROM 」 のドライブ番号に 1 と入力しま 
す。フロッピーディスクの種類は 2 HD でよ 
いので、そのまま [ J 丨 を押します。 

❹ 「 TO 」 のドライブ番号に 2 と入力します。 
フロッピーディスクの種類は 2 HD でよい 
ので、そのまま r ^ n を押します。 

画面には、次のように物理フォーマットをす 
るかどうかを確認するメッセージが表示され 
ます。 


不要 


すでに Disk BASIC でフォーマットされてい 
る フロ ッ ピー ディスクをバックアップ用に使 
うときは、物理フォーマットをする必要があ 
りません。しかし、ここでは必ず物理フォー 
マットを行って下さい0 

❺ を押して、カーソルを 「要」 の位置 
に移します。 

❻ ドライブ2 (下側のフロッピーディスクド 
ライブ）にバックアップ用に用意したフロ 
ッピーディスクを挿入します。 

❼ | TT ] を押して処理を開始します。 

画面に処理中のトラック番号を表示しながら 
バックアップを行います。バックアップが終 
了すると、ブザーが鳴り 「処理終了」 と表示 
します。 

ドライブ2にセットされていたフロッピーデ 
イスクに、ユーティリティディスクのバック 
アップが取れました。同時にシステムディス 
クのバックアップも取ります。 


❽ I ESC 1 を押すと、物理フォーマットをする 
かどうか確認する画面にもどります。この状 
態でドライブ1にシステムディスク、ドラ 
イブ 2 にバックアップ用に用意したもう 1 
枚のフロッピーディスクをセットします。 
€) [ — ] を押して カーソルを 「要」 の位置に 
移し、を押します。 

2枚のディスクのバックアップを取り終わっ 
たら、次の手順でユーティリティプログラム 
を終了します。 

❿ ドライブ1にユーティリティディスクをセ 
ットし、を2回押します。 

❿ メインメニューの画面にもどります。 n~i 
を押してカーソルを 「メニュー 終了 
(BASIC に戻ります）」 の位置に移します。 
❿ C 3 を押します。 

原本のディスクは大切に保管し、普段の作業 
にはいま作ったバックアップディスクを使い 
ます 。 「Disk BASIC システムディスク 」 「Disk 
BASIC ユーティリティディスク」と書いたラ 
ベルをそれぞれのデイスクに貼っておきます。 




也 要 W -今ナ く f 果冇い％、 
C と方 ... 
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Disk BASIC 


データディスクの作成 


Disk BASIC で作成したプログラムなどをフ 
ロッピーディスクに保存するために 、 Disk 
BASIC のデータが保存できるようにフォー 
マットをしたデータディスクを用意します。 
「フォーマット」については、20ページを参照 
してください。 

ユーティリティディスク（普段は前ページで 
バックアップを取ったディスクを使います。 
原本は保管しておきましょう。）とデータディ 
スク用にプロッピーディスク （2 DD または2 
HD ) を1枚用意します。 

❶ ドライブ1にユーティリティディスクをセ 
ットし、 RUN ” BMENU ” と入力して 
を押します。 

前 ページの ようなメニュー画面が表示されま 
す。この中の 「フォーマット」 を選びます。 


❺ ドライブ2にデータディスク用に用意した 
フロッピーディスクをセットします。 

❻ [ TT ] を押して処理を開始します。 

画面に処理中のトラック番号を表示しながら 
フォーマットを行います。フォーマットが終 
了するとブザーが鳴り、 「処理終了」 と表示し 
ます。ドライブ2にセットしたディスクはデ 
一タディスクとして使います。 

ラベルに 「Disk BASIC データディスク」と書 
いて貼っておきましょう。 

注意 すでに データが 保存されている フロ 
ッ ピーディスクを フォーマットする 
と、 フロッ ピーディスク上のデータは 
すべて消えてしまいます。使用するフ 
ロッピー ディスクに 必要な データが 
保存されていないこと を 確かめてか 
らフォーマットを行ってください。 


❷ 1 1 1 をネ甲して、 カーソルを「フォーマツ 
卜」 に合わせて を 押します。 


画面には、次のようなサブメニューが表示さ 
れます。 



2 システムディスク作成 

3 デイスクコードコピー 


❸ カーソルは 「データディスクの作成」 の位 

置にありますのでそのまま c ^] を押しま 
す 。 

❹ 「丁〇」のドライブ番号に2を入力し、ディ 
スクの種類を選んでを押します。 
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Disk BASIC 


文字と数字の表示 


BASIC の命令のひとつに PRIN 丁文という命 
令があります。この PRINT 文は、画面に文字 
や数字を表示するための命令で、簡単な計算 
の結果も表示できます。 

例えば、次のように入力してください。 

► PRINT [ I |” ABC ” と入力して Cr £ j を押し 
ます。 

画面に 「 ABC 」 と表示して、次の行に 「0 K 」 
と表示します。 


PRINT ” ABC ” 

ABC 

OK 

これは、 「 ABC 」 という文字を画面に表示しな 
さい、という命令です。 「 ABC 」 の前後のダブ 
ルクォーテイシヨン （”） は表示されません。 
ダブルクォーテイシヨンは、文字列を囲むた 
めの記号なので、画面には表示されません。 
では次に、数字を表示してみましょう。 

► PRINTQ 100 と入力して C ^ T ) を押します。 


画面に 「100」 と表示されます。 


PRINT 100 
100 
OK 

ところが、 「100」 の前に 1 文字分の空白があ 
ります。この空白は、負の数字を表示すると 
きにマイナス （_) を表示するために空いて 
いる空白です。正の数字を表示するときには、 
マイナスが表示される場所は空白になります。 
実際にやってみましょう。 

► PRINTIH 100-200 と入力してを押し 

ます。 


PRINT 100-200 
-100 
OK 

PRINT 文では「100-200」という計算をする 
こともできます。 

PRINT 文を利用すれば、画面に実行中の処 
理を示すメッセージや実行の結果などを表示 
できます。 



PRINT 100 适 

ミ□思 0 : ィ:益? 

藤/ — 


PRINT 100-200 

ぼ感 
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Disk BASIC 


ファイルの確認 


フロ ッ ピーディスクにデータを保存するとき、 
あるデータのかたまりを1つの「ファイル」 
として保存します。ひとつひとつのファイル 
には名前（ファイル名）が付いています。フ 
ロッ ピーディスクの中にどんなデータやプロ 
グラムが入っているかは、このファイル名で 
ある程度確認できます。 

► FILES と入力してを押します。 

画面に、ドライブ1にセットされているフロ 
ッピーディスクに保存されているファイルの 
ファイル名を表示します 。 Disk BASIC で扱 
うファイルの名前は、6文字までの 「ファイ 
ル名」 と3文字までの 「ファイル名拡張子」 
で構成されています。通常ファイル名拡張子 
は、ファイルの種類を区別するために使いま 
す。プログラムを保存したファイルには 
「 BAS 」、 データを保存したファイルには 
「 DAT 」 などのファイル名拡張子を付けると 
わかりやすいでしょう。 

しかし、ファイル名とファイル名拡張子の間 
に厳密な区別があるわけではありません。フ 
ァイル名が6文字では足りないと思ったら、 

9文字まで使ってファイルの名前を付けても 
かまいません。 


通常は、このファイル名とファイル名拡張子 
を合わせてファイル名と呼んでいます。 
FILES 文では、ファイル名拡張子を含んだフ 
ァイル名のほかに、ファイルの種類と大きさ 
を表示しています。 

ファイルの種類は、ファイル名とファイル名 
拡張子を区切る文字で表しています。この区 
切り文字には空白、ピリオド（.）、アスタリ 
スク （*) の3種類があります。 


区切 

ファイル名 

ファイル内容 

空白 

アスキー 

ファイル 

• SAVE 文に， A をつけて 
保存したファイル 
• OPEN 文で保存したフ 

ァイル 

• 

バイナリ 

ファイル 

• BASIC のプログラム 
の一般的な保存形式 

* 

機械語 

ファイル 

• BSAVE 文で保存した 

ファイル 


ファイルの大きさは、ファイル名の右にクラ 
スタ単位で表示します。 

クラスタはフロッピーディスクに保存されて 
いるファイルの管理をする単位で、使用して 
いるフロッピーディスクの種類によって大き 
さが違います。 



フ7 1 イ I レ^ 


6 


フ7> ィ|し471»張} 


遇常.:しもとい拭. 
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また、ドライブ2 (下側のフロッピーディス 
クドライブ）にセットしたフロッピーディス 
クやハードディスクに保存されているファイ 
ルのファイル名を表示するには 、 FILES □ 2 
と入力してを押します。 

ここで FILES の後ろに付けた 「2」 はディス 
ク装置のドライブ番号です。ドライブ番号と 
いうのは、フロッピーディスクドライブを区 
別するための番号です。フロッピーディスク 
ドライブやハードディスクドライブの1台1 
台には、1から順番にドライブ番号が付いて 
います。ドライブ番号を省略したときは、自 
動的にドライブ1を指定したことになります。 
ドライブ1以外のブライブ装置を使うときは、 
必ずドライブ番号を指定しなければなりませ 
ん〇 


【例】 

フロ ッピーディスクドライブ 2 台とハードデ 
イスクを1台使っている場合のドライブ番号 


フロッピーディスクドライブ 

ハードディスク 

ドラィブ 

1 

2 

1(起動） 

2 

3 

2 

3 

1(起動） 


【例】 

フロッピーディスクドライブ1から起動して 
作成したプログラムを ABCDE . BAS という 
ファイル名でドライブ2のデータディスクに 
保存する場合 

SAVE ” 2 : ABCDE . BAS ” 


7。ッし 
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Disk BASIC 


ブログラム作成の基本 


BASIC のいろいろな機能を使って処理を行 
うためには「プログラム」が必要です。プロ 
グラムとは、どんな情報をどのようにして処 
理するかを示した手順書のようなものです。 
BASIC ではパソコンに対する処理の最小単 
位を 「文」 と呼びます。文には実行文と非実 
行文の2種類があります。実行文は、実際に 
何か処理を行うことを指示するものです。 
これに対して非実行文は、プログラムの注釈 
を付けたりプログラムの中で使うデータを定 
義するようなものをいいます。 

プログラムは行番号が付けられた 「行」 から 
構成されています。行番号はプログラムの実 
行順序を示すものです。特別な命令による実 
行順序の指示がない限り行番号の小さいもの 
から処理が行われます。 

1つの行にはコロン（：）で区切ることによ 
っていくつもの文を続けて指示できます。た 
だし、 1 行の長さは 255 文字以内でなければな 
りません。1つの行に2つ以上の文を書くこ 

とを 「マルチステートメント」といい ます。 


BASIC のプログラムの中で扱う情報には、定 
数と変数があります。定数や変数は、数値あ 
るいは言葉を表す情報です。プログラムの実 
行中に情報の内容が変わらないものを r 定 
数」、 変わるものを 「変数」 といいます。そし 
て、変数には 「変数名」 という名前を付けて 
使います。 

定数や変数の中には、数値を表すものと文字 
を表すものがあります。さらに数値を表す定 
数や変数の中には、扱える数値の範囲や有効 
桁数によって整数型、単精度実数型、倍精度 
実数型のものがあります。 

扱う情報の種類によって最も適した定数また 
は変数を使ってください。 



数値の範囲 

有効桁数 

整数型 

-32768 〜 32767 

整数 

単精度 
実数型 

一1.70141 X 10 38 
〜 1.70141 X 10 38 

7 桁 

倍精度 
実数型 

一 1.701411834604692 
X 10 38 

〜 1.701411834604692 
X 10 38 

16 桁 


衝 干…#か^) 

^ 〇 I ~~ 

ろ 〇 
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プログラムを入力し始める前に、すでにメモ 
リ上にプログラムが記録されていないかどう 
かを確かめます。メモリ上にプログラムが記 
録されているかどうかは LIST 文で確認でき 
ます。 

► LIST と入力して fZH を押します。 

画面が下のようになれば、メモリ上にプログ 
ラムは記録されていません。すぐにプログラ 
ムを入力することができます。 

r 

LIST 

OK 

このほかにいろいろな文字が表示されるよう 
であれば、何かプログラムが記録されていま 
す。次のようにしてこのプログラムを消去し 
ます。 

► NEW と入力してを押します。 

準備ができたら、いよいよプログラムを入力 
します。プログラムを入力するには、行番号 
と行の内容（文）をセットで入力します。行 
番号に続けて1文字以上のスペースを入力し、 
その後ろに文を入力します。1つの行に2つ 
以上の文を入力するときは、文と文の区切り 
にコロン （ ： ） を入力します。 

プログラム中のアルファベットは、小文字で 
入力してもすべて大文字にしてメモリに記録 
されます。ただし、ダブルクォーテイション 
(”） で囲んで文字列として扱う文字は、小文 
字で入力したものは小文字のまま記録されま 
す。1行の入力が終わったら、最後に必ず 
を押します。を押し忘れると、せ 
っかく入力したプログラムがメモリに記録さ 
れません。 


もし入力したプログラムにまちがいを專つけ 
たら、 力ーソルキー を使ってまちがいのある 
場所に カーソルを 移動します。まちがいを修 
正する方法は、大きく分けて次の 3 つの方法 
があります。 


修正方法 

修正の内容 

置き換え 

まちがった文字を正しい文字に 
置き換える。 

まちがった文字の上にカーソ 
ルを移動し正しい文字を入力 
する。 

消去 

余計な文字を消す。 

消したい文字の右にカーソル 
を移動し [ BS ) または [ DEL ) 
を押す。 

挿入 

行の途中に文字を挿入する。 

文字を挿入したい位置にカー 
ソルを移動し （ INS ) を押す。 
続いて挿入したい文字を入力 
する。 


このいずれかの方法でプログラムを修正した 
ときも、1つの行の修正が終わったら必ず 
[一！） を押します。カーソルは行の途中にあ 
ってもかまいません。 
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Disk BASIC 


ブログラムの設計 


ここでは、簡単なプログラムを作りながら、 
プログラムの設計方法や BASIC のいくつか 
の機能について勉強します。 

実際にプログラムを入力する前には、どのよ 
うなプログラムを作るか計画を立てる必要が 
あります。プログラムを設計するときに大切 
なことは次の2点です。 


扱う データの 設定 

1つは、扱うデータの種類です。プログラ 
ムの実行に必要なデータを整理し、データ 
の値を決める方法や、そのデータを使って 
求める情報などを設定します。データには、 
文字を表すものと数値を表すものがありま 
す。また数値を表すデータの中には、整数 
型、単精度実数型、倍精度実数型の3つの 
型があります。ほかの数値と計算をする必 
要のあるデータは、数値のデータとして扱 
います。 


処理の手順 

もう1つは処理の手順です。どのような手 
順でデータを処理し、どのような条件のと 
きにどの処理をするかを決めます。できれ 
ば右の図のようなもの（これを 「フローチ 
ャート」 といいます）を利用するとよいで 
しょう。 

処理の手順を決めるときにポイントとなる 
のが、処理の分岐です。それまでに入力さ 
れたデータや計算によって与えられたデー 
夕を元に条件判断を行い、この場合はこの 
処理、そうでないときはこちらの処理、と 
いうように次に行う処理を決めます。処理 
の分岐を指示するときは、 GOTO 文、 
GOSUB 文、 IF 〜 THEN 〜 ELSE 文などを 
使います。また、同じ処理を繰り返し行う 
ときには FOR 〜 TO 〜 NEXT 文などを使い 
ます。 
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これから作るサンプルプログラムは、ゲーム 
感覚で画面に表示される文字をすばやく探し 
て入力するというものです。 

まず最初にどんなデータを使うのか整理して 
みましょう。 

このプログラムでは、乱数を使って表示する 
文字を決めます。表示する文字の文字コード 
を 「 MOJI 」 という整数型の数値変数に設定し 
ます。乱数というのは、次々とむちゃくちゃ 
に数字が現れるものです。乱数を使えば、次 
にどんな文字が表示されるかを予測できませ 
ん。ただし、あまりむちゃくちゃな文字が表 
示されても困るので、次の計算式を使ってア 
ルファべットの大文字だけを表示するように 
します。 

M 0 JI = INT ( RND (1) *26)4-65 

RND ( l ) は0以上1未満の乱数を発生する関 
数です。また、 INT というのは数値の小数部 
分を切り捨てる関数です。この式によって表 
示される文字の文字コードは 65( A ) 〜 90( Z ) 
になります。 

また、どれくらい正しい文字を速く押したか 


を示すために 「 TOKU 」 と 「 TEN 」 という2 
つの変数を使います。 「 TEN 」 にはその文字を 
どれだけ速く押したかを示す得点を代入し、 
「 TOKU 」 には得点の累計を代入します。 
このほかに、いま何文字目の文字を表示して 
いるかを知るために 「 KAI 」 という変数を使 
います。この変数は、1つの文字を表示する 
たびに1増えるようにします。 

次にプログラムの流れですが、左のページの 
フローチャートを参照してください。 

まず最初に表示する文字の文字コードを決め 
ます。次に指定の文字を画面に繰り返し表示 
します。この間に何か文字が入力されると、 
その文字が表示されている文字と一致するか 
を調べます。文字が一致すると、そのときに 
与えられている得点 「 TEN 」 を 「 TOKU 」 に 
加えて次の文字を表示する処理に移ります。 
全部で100回文字を表示すると、合計得点を表 
示してプログラムを終了します。 

この プログラムでは、表示している文字と入 
力した文字が一致するかどうかで処理の分岐 
を行います。それともうひとつ、文字の表示 
回数が100回になったかどうかで分岐を行つ 
ています。 
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Disk BASIC 


指定位置への文字の表示 


画面に文字などを表示するには PRINT 文を 
使いました。しかし、これだけでは思った場 
所に文字を表示できません。文字を表示する 
場所を指定するには LOCATE 文を使います。 
LOCATE 文では、画面の左上の隅を（0,0)と 
した座標を使って、文字を表示する場所を次 
の書式で指定します。 

【書式】 LOCATE □衍位置，行位置 

桁位置は画面の左端から右に数えて何文字目 
か、行位置は画面の一番上から下に数えて何 
行目かを表すものです。ただし、画面の左端 
が0桁、一番上の行が0行であることに注意 
してください。 

画面に表示できる文字の桁数や行数は、画面 
の表示モードによって違います。 システムを 
基本設定（通常お買い求めいただいたときの 
ままの状態）で使っている場合は、80桁25行 
の文字を表示できます。 

また、 PRINT 文の使い方として数式やダブ 
ルクオーテイシヨン （”） で囲んだ文字を表示 
する方法がありましたが、文字のコードを使 
って文字を表示する方法もあります。文字の 
コードを使って表示するには、 CHR $ という 
関数を使います。この関数と PRINT 文を組 


み合せて使うと、指定した文字コードを持つ 
文字を表示できます。 

【書式】 PRINTT ] CHR $ (文字コード） 

文字コードには〇〜255の整数を指定できま 
すが、中には文字ではなく画面などを制御を 
するために使われているコードもあります。 
アルファべ ットの大文字には、65〜90の整数 
が文字コードとして割り当てられています。 
次に、画面に表示されている文字と入力した 
文字が一致するかどうかを調べるために、キ 
ーボードから入力した文字を調べなければな 
りません。キーボードから入力した文字を調 
ベるには INKEY $ という関数を使います。 
通常 INKEY $ 文は次のような書式で使いま 
す。 

【書式】 A $ = INKEY $ 

上のようにすると、キーボードから入力され 
た文字が文字変数 A $ に代入されます。この A 
$と画面に表示している文字を比べれば、入 
力された文字が正しいかどうかを調べられま 
す 0 


(LOCATE ネ件は § ，行 ) Sprint chr^ ) 
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下記のプログラムを入力してください。 

このプログラムでは、条 f 牛判断をするときに 
IF 〜 THEN という文を使っています。 

^ 70 IF A $= CHR $( MOJI ) THEN GOTO 90 

L 正しいとき-’ 

正しくないときは次の行を実行 

( 100 IF_KAI=100_THEN GOTO 110 ELSE GOTO 20 
T 正しいとき J 
-正しくないとき- 

また、処理の繰り返しに FOR 〜 TO 〜 NEX 丁を使 
っています。 


30 FOR 1=0 TO 80 . 1を1つずつふやし 

て80になるまで繰 
り返す 

40 TEN =50-1. 回数によって TEN 

の値変わる 

80 NEXT I . ここまでの処理を 

繰り返す 


このプログラムについて もう少し説明してみ 
ましょう。 

10行では、プログラムの中で使う変数の最初 
の値を決めてから画面の消去を行っています。 
40行では、正しい文字が入力されたときに与 
えられる得点を決めています。文字が50桁目 
に表示されるまでに正しい文字を入力すれば 
得点は増えますが、これより遅くなると減点 
されます。 

50行の後半では、 FOR 〜 TO 〜 NEXT 文によ 
って文字を表示するスピードを調整していま 
す。 

70行で、入力された文字が画面に表示されて 
いる文字と一致するかどうかを調べています。 
一致すれば得点を加算して、次の文字を表示 
し始めます。 

100行ではいままでに表示した文字の文字数 
を調べています。100文字表示していれば、そ 
れまでの得点を表示してプログラムを終了し 
ます。 


^10 T0KU=0:TEN=0:KAI=0:CLS 
20 M0JI=INT(RND(l)*26)+65 


30 FOR 1=0 TO 80 
40 TEN=50-I 

50 LOCATE I,10:PRINT CHR$(M0JI);:F0R 
60 A$=INKEY$ 

70 IF A$=CHR$(M0JI) THEN GOTO 90 
80 NEXT I 

90 T0KU=T0KU+TEN:KAI=KAI+1 

100 IF KAI=100 THEN GOTO 110 ELSE GOTO 

110 CLS:LOCATE 10,5:PRINT TOKU 

120 END 
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Disk BASIC 


四角形の描画 


いま入力したプログラムだけでも最終的な得 
点だけは表示されます。しかし、現在の得点 
や ゲームの 進み具合いも知りたいところです。 
現在の得点などは LOCATE 文と PRINT 文を 
使えば好きな場所に表示できます。しかしこ 
の方法では、得点などを表示し始める場所し 
か決められません。つまり、得点などの桁数 
によって1の位、10の位などを表示する位置 
が変わってしまいます。 

数値の表示位置を揃えるためには 、 PRINT 
USING 文を使います 。 PRINT USING 文で 
は、文字や数値の表示形式を指定する書式文 
字列を使って、文字や数値を決まった形式で 
表示します。 

この プログラムでは、書式文字列としてシャ 
ープ (#) と加算記号 （+ ) を使っています。シ 
ャープの数は表示する数値の桁数を示し、そ 
の中に数値を右詰めで表示します。負の数を 
表示するときには、加算記号の位置にマイナ 
ス（一 ） を表示します。 

さらに、正しい文字を入力したときに得点が 
加点されるか減点されるかがわかるように四 


角形を描いてみましょう。 

四角形は、 LINE 文を使って描きます 。 LINE 
文は 「 B 」 という パラ メータを付けることによ 
って四角形を描くことができます。また 「 BF 」 
という パラ メータを付けると四角形を描いた 
あとその中を塗りつぶします。 

【書式】 LINE ( x 1, y 1)-( x 2, y 2), 描画色 , BF 

( x 1, y 1) と （ x 2, y 2) は、図形などの位置を指定 
する座標です。上の書式では、この2点を対 
角とする四角形を描き、その中を塗りつぶし 
ます。 

図形などの位置を指定する座標と画面上の位 
置の関係は、 SCREEN 文などの設定によって 
変化します。詳しくは日本語 Disk BASIC の 
マニュアルを 参照してください。 

PRINT USING と LINE という2つの文を使 
って、プログラムを下のように追加してくだ 
さい。 

(下線のある部分を入力します。） 


10 T0KU=0:TEN=0:KAI=0:CLS 3:SCREEN 0.0 

15 LINE(0,50)-(407.120),LBF:LINE(408.50)-(639. 120).2, BF 

20 M0JI=INT(RND(l)*26)+65 
30 FOR 1=0 TO 80 
40 TEN=50-I 

50 LOCATE 1 ， 1 0:PRINT CHR$(M0JI);:F0R J=0 TO 200:NEXT J 
60 A$=INKEY$ 

70 IF A$=CHR$(M0JI) THEN GOTO 90 
80 NEXT I 

90 T0KU=T0KU+TEN:KAI=KAI+1 

91 LOCATE 20.4:PRINT USING ”トクテン +#### テン ” ： T0KU 

92 LOCATE 20.5:PRINT USING ” fl イスウ j#| カイ ”： KAI 

100 IF KAI=100 THEN GOTO 110 ELSE GOTO 20 

110 CLS_3:LOCATE 10,5:PRINT USING ”アナタノトクテンハ ±UU テンテ、 ' ス ” ： T010J 
120 END 
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プログラムが 入力できたら、さっそく実行し 
てみましょう。 

プログラムを実行するには RUN 文を使いま 
す。 

しかし、その前にプログラムを実行するため 
の準備が必要です。このプログラムではアル 
ファべッ トの大文字だけを使いますので、 
\ c ^] とを次の状態にします。 

( caps ) …ロック状態 

(押し込まれた状態） 

…解除状態 

(押し込まれていない状態） 

もし上のような状態になっていないときは、 
または r ^ n を押して上の状態にして 
ください。 

この2つのキーの状態を設定したら、プログ 
ラムを実行します。 



湟鴻れ?くだ•才い； ) 

神し込ま IK た:^雖 



► RUN と入力して〔=3を押します。 

画面の左からアルファべットを表示しますの 
で、表示しているアルファべットのキーを押 
します。正しいキーを押すと得点を加点（ま 
たは減点）して次のアルファベットを表示し 
ます。いつまでも正しいキーを押せないと、 
得点は減点されて次の文字を表示してしまい 
ます。できるだけキーボードを見ないで練習 
してみてください。 

プログラムが終了すると、最後にあなたの得 
点を表示します。得点がプラスであればまず 
まずでしょう。 

もう一度挑戦したいときは、やはり RUN 文を 
実行します。 
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Disk BASIC 


簡単なデノ (ッグ方法 


RUN f ^ ] と入力してもプログラムが途中 
で止ってしまった人はいませんか。これは、 
プログラムの一部にまちがいがあるからです。 
ここでは、プログラムのまちがいを直す方法 
を説明します。 

まず、プログラムが止ってしまったときに表 
示されるメツセージをよく見てください。 

とくに行番号をしっかりと覚えておいてくだ 
さい。この行にまちがいがある可能性があり 
ます。 

まず、画面にプログラムを表示します。 

► LIST と入力してを押します。 

画面にプログラムのリストを表示します。画 
面に表示しているリストとこの マニュアルの 
リストを上匕べて、_ちがっている場所を直し 
ます。とくに、プログラムが止ったときに表 
示した行には注意してください。 

プログラムを直す方法は、「プログラム作成の 
基本」 （60 ページ）を参照してください。プロ 
グラムを直したら、必ず rzn を押すことを 
忘れないでください。 


また、プログラムにまちがいがない場合でも、 
同じようにしてプログラムの内容を変更する 
ことができます。プログラムの変更の例をい 
くつか挙げてみましょう。 

速すぎてついていけないときは 

文字を表示するスピードが速すぎるときは、 
50行の FOR 〜 TO 〜 NEXT 文の数値を変更 
します。現在は FOR J = 0 TO 200 になって 
いますが、この200という数値を大きくする 
ともう少しゆっくりと文字を表示します。 

メッセージを漢字で表示するには 

「トクテン」 や 「カイスウ」 などの文字は漢 

字を使うとよりわかりやすくなります。 
BASIC の中で漢字を入力する方法につい 
ては、『日本語 Disk BASIC ユーザーズマニ 
ュアル』を参照してください。 

四角形の色を変えるには 

15行にある LINE 文の描画色を表す数字を 
変えると、四角形の色が変わります。しか 
し、指定する色によっては表示している文 
字が見にくくなりますので注意してくださ 
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プログラムの保存 


プログラムができたら残しておきたいのが人 
情です。 BASIC で作ったプログラムは、 
BASIC で フォーマット した フロッピー デイ 
スクに保存します。「データディスクの作成」 
(56 ページ）で作成した フロッピー ディスクを 
用意してください。 

では、いま作ったプログラムを SAMPLE . 
BAS というファイル名で フロ ッ ピー ディス 
クに保存しましょう。 

❶ ドライブ2にデータディスクをセットしま 
す。 

©SAVE ”2 : SAMP し E . 巳 AS ” と入力して 
を押します。 

SAVE 文はメモリ上にあるプログラムをフロ 
ッピーディスタに保存するための命令です。 
次の書式で使います。 

【書式】 SAVE ファイル指定子 

SAVE 文を実行すると、フロッピーディスク 
ドライブのアクセスランプが点滅してフロッ 
ピーディスクにプログラムを保存します。プ 
ログラムが保存できたかどうかは FILES 文 
で確かめることができます。 

逆に、フロッピーディスクに保存されている 
プログラムをメモリに読み込むには LOAD 文 
を使います。 LOAD 文は次の書式で使います。 

【書式】 LOAD ファイル指定子 

ファイル指定子には、プログラムのファイル 
のドライブ番号とファイル名をネ旨定します。 
指定したファイルに保存されているプログラ 
ムをメモリに読み込むと、それまでメモリ上 
にあったプログラムは自動的に消去されます。 


いま〇,たプ D ゲラム 
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用語集 


ここでは、 パソコンを 使うために知っておき 
たい用語をアルファべット順—五十音順に並 
ベてあります。索引は次の通りです。用語の 
意味は対応する数字の項目をご覧ください。 

I 英数字 1 
16進数……1 
386SX ……2 

ASCII (アスキー） ……3 

BASIC (ベーシック） . 4 

CPU ……5 
CRT ……6 
EMS ……7 
ESC/P ……8 

ESC/P スーパー機能 ……9 

ESC/Page. 10 

JIS コード ……11 
KB (キロバイト）…… 12 
LCD ……13 

MB (メガバイト） ……14 

MS-DOS (エムエスドス） . 15 

OS (才 ー ェス） . 16 

OS/2 (オーェスツー） . 17 

RAM ……18 
RAM デイスク ……19 
ROM ……20 

RS-232C (アール エス ニ サン ニシー）……21 
VRAM ……22 

アプリケーシヨンソフト •••••• 23 

イー エス シーピー- ►ESC/P(8) 

イーエスシーページ- ►ESC/Page (10) 

エムエスドス- ►MS-DOS(15) 

オーエス— OS (16) 

オーエスツー- ►OS/2CL7) 

オペレーテイングシステム— OS(16) 

1力1 
カーソル ……24 

抗張ボード . 25 

キーボード……26 


機械語 ……27 
キロノくイト — KB (12) 

キャ ッ シュディスク ……28 
クラスタ ……29 

コマンド . 30 

I サ1 

ジスコード "4 JIS コード （11) 

数値演算プロセッサ ……31 
セクタ ……32 
ソフ トウヱア ……33 

ディスク ……34 
ディレクトリ ……35 
デバイス ……36 
デバイスドラ イノく •••". 37 
デバッグ ……38 
ドット ……39 
トラック ……40 

r 7 \~i 

ハードウェア. ••…41 
ハードディスク……42 
バイト……43 
ビット……44 

ファンクションキー ……45 
プリンタ ……46 

フローチャート . 47 

プログラム……48 
プログラム言語……49 
フロツピーデイスク……50 

フロントエンド.プロセ ツサ . 51 

ベーシック4 BASIC(4) 

rw ] 

マウス ……52 
メガバイ ト — MBa ^ 

メモリ •••••• 53 

モデム……54 

リセット ……55 
リトラクト ……56 
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rnis 進数 

コンピュータの内部では 2 進数 （0 と1の 
み）で情報の処理を行っています。この情 
報を2進数で表すと、たとえば下表のよう 
にとても長い桁数を取り扱うことになり不 
便です。そこで2進数を効果的に表現する 
ひとつの手段として16進数が使われていま 
す。 

16進数では4ビットの情報を1桁の数とし 
て扱います。したがって、16進数の表現に 
は2 4 =16個の数字が必要になり、〇〜9と 
10〜15に対応する A 〜 F を使います。 


10進数 

2進数 

16進数 

0 

00000000 

0 

1 

00000001 

1 

2 

00000010 

2 

3 

00000011 

3 

4 

00000100 

4 

5 

00000101 

5 

6 

00000110 

6 

7 

00000111 

7 

8 

00001000 

8 

9 

00001001 

9 

10 

00001010 

A 

11 

00001011 

B 

12 

00001100 

C 

13 

00001101 

D 

14 

00001110 

E 

15 

00001111 

F 

16 

00010000 

10 


例えば、コンピュータの01011010という情報 
は、5 Ah または & H 5 A などと表し、 h や &H 
は 5 A が16進数であることを表しています。 


01 

011010 — 5 Ah 

= 10=A 

〇 3 vIni I 92 \/fTl i oi vlnl I 9 ° vITI 


l 入 y 十 z 入 yj 十 z A[uj-r z 入 yj 

= 5 


2 386SX 


EPSON PC -386 シリーズなどで使用して 
いる80386と同じように32ビットまでのデ 
一夕を一度に処理することができる CPU 
(中央演算処理装置）のひとつです。内部の 
機能は80386と同等ですが、 CPU 外部との 
窓口（バス）は80386より狭くなっています。 




5A(h) 

とな 1 1ま本. 


01011010 


A 

は 

16雜说 

というご W す 


厂 3 fASCll ( アスキー )_| 

American Standard し ode for Informa - 
tion Interchange の略で 、 ANSI (米国規格 
協会）が情報を交換するために決めたコー 
ドです。 

アルファベット ( A 〜 Z ， a 〜 z )、 数字 (0 〜9)、記 
号（*，+,_，/, #，&など)の1バ仆文字、 
128種のコードを定めています。 
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用語集 


[ TTbasic (ベーシック） _ ] 

Beginner’s All-purpose symbolic Instruc - 
tiongode の略で、代表的なプログラミング 
言語のひとつです。 BASIC の命令は英語に 
近く、比較的覚えやすいので、パソコンの 
初心者 ( beginner ) にもよく使われていま 
す。 

この BASIC 言語に、ディスクにデータを書 
いたり、ディスクからデータを読む機能を 
付け加えたものを Disk BASIC といいます。 
本マニュアルで使用している BASIC の主 
なコマンドは次の通りです。 


コマンド 

主な使い方 

FILES 

P 58 

ファイル名を表示する 

PRINT 

P 57 

画面に文字や数字を表示する 

LIST 

P 61 

メモリ上のプログラムを表示 
する 

NEW 

P 61 

メモリ上のフログラムを消去 
する 

CLS 3 

P 66 

画面に表示している文字や図 
形をすべて消去する 

SAVE 

P 69 

メモリ上にあるプログラムを 
保存する 

LOAD 

P 69 

ディスクに保存されているプ 
ログラムをメモリに読み込む 

RUN 

P 67 

プログラムを実行する 


P はその コマン ドを使用している ページ 


[5 [CPU 

Central Processing 互 nit の略で、「中央处 
理装置」と訳します。パソコンの処理の中 
枢として働き、パソコンを構成するいろい 
ろな装置に指示を出しています。 

本機では i 80286 に相当する CPU を使用し 
ています。 


「6 「CRT _ ] 

gathode 尽 ay lube の略で、普通はブラウ 
ン管のことをいいます。 

テレビのブラウン管と同じようなもので、 
ハ。 ソコ ンのデイスプレイとして使われてい 
ます。 


[7 I EMS (イーエムエス） 

Expanded Memory Speciiication の W 各で、、 
米国 ロータス 社と米国インテル社、米国マ 
イク ロソフ ト社が提唱している増設メモリ 
の管理方式です。 


「8 「 ESC/P (イーエスシーピー)_ ] 

Epson Standard Code for printer の略で、 
ェプソンが提唱するプリンタのコントロー 
ル体系です。 


「9 I — ECS / P スーパー機能 

ECS / P に対応したアプリケーションソフ 
卜はもとより、日本電気 ㈱ 製の PC - PR 系プ 
リンタに対応したソフトも使用可能にする 
機能です。 


□ 0 [ ESC/Page (イーエスシーページ) 

Epson Standard し ore ror Page Printer の 
略で、エプソンが提唱するページプリンタ 
のコント ロール 体系です。 


「11「 JIS-J —卜（ンスコート)_ ] 

JIS は Japanese Industrial Standards (日 
本工業規格)の略です。 JIS コードでは、漢 
字やひらがな、カタカナ、アルファベット 
や各種の記号のコードを決めています。漢 
字などは数が多いので、2バイトを使って 
1つの文字を表しています。 
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[ n \ kb (キロバィト) _□ 

情報の量を表す単位のひとつです。 

1，000バイトが 1 KB に当たります。フロッ 
ピーディスクの記憶容量などを表す単位と 
して使います。ひらがなや漢字は2バイト 
で1文字を表していますので、 1 KB は約 
500文字分に当たります。 

メモリの大きさなどを表す場合など、便宜 
的に2 10 =1024バイトを 1 KB と表示するこ 
ともあります。 


[13 I:LCD 

Liquid Crystal Qisplay の略で、液晶ディス 
プレイのことをいいます。電気の信号によ 
って、液晶の中に光を通す部分と通さない 
部分を作って文字や図形を表示します。 


pj 4 |—MB (メガバイト)_ ] 

情報の量を表す単位のひとつです。 

10 6 =1，000,000バイトが 1 MB に当たりま 
す。メモリの記憶容量などを表す単位とし 
て使います。 

また、便宜的に1024 X 1024 =1，048,576バイ 
卜を 1 MB と表示することもあります。 

[}5 I MS — DOS (エムエスドス) 

Microsoft Disk Operating ミ ystem の略で、 
米国マイクロソフト社が開発し、現在最も 
普及している OS のひとつです。 MS-DOS 
は、フロッピーディスクやハードディスク 
といったディスク装置を接続したシステム 
向けに作られています。簡単な命令（コマ 
ンド）を使って、ディスクに保存されてい 
るデータを別の場所にコピーしたり、デー 
夕の内容を表示することができます。 

数多くのアプリケーシヨンソフトが、 MS - 
DOS 上で作られています。 



Qperating 各 ystem の略で、 パソコンの いろ 
いろな装置を管理したり制御するためのプ 
ログ ラムです。 OSS 、 パソコン 本体と実行 
するアプリケーション ソフトの 間に立って、 
お互いの情報の行き来を円滑にする働きを 
しています。 

アプリケー ション ソフトを OS 上で動かせ 
ば、 バソコン本体や周辺装置は OS が管理し 
てくれます。また、同じ OS 上で作ったほか 
のアプリ ケー シ ョン ソフトのデータを比較 
的簡単に利用することもできます。 

|17丨 OS /2 (ォー エスッ ー） 丨 

米国マイクロソフト社と米国 IBM 社が共 
同開発し、マルチタスク（複数のアプリケ 
ーションソフトを並行して実行できる）環 
境を実現した OS です。 MS-DOS が8086用 
に開発された OS であるのに対し、 OS /2 は 
80286 - 80386用に開発された OS です。 


[18 Tram ] 

Random Access Memory の略で、データ 
の読み書きを自由に行えるメモリのことで 
す0 



RAM をフロッピーデイスクなどと同じよ 
うな操作で使えるようにしたものを RAM 
デイスクと呼びます。 
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20J ROM _ | 

Read Only Memory の略で、あらかじめ記 
録されているデータやプログラムを読み出 
すだけのメモリのことです。書き込みをす 
ることはできません。 


[~24「 カーソル_ ] 

画面上で文字などを入力する場所や処理の 
対象を示す記号です。例えば次のようなも 
のを カーソルと いいます。 


(\>M 


文字入力時の白い四角 


1、ディスクバックアップ 



メニューからの処理選択 
時の反転表示の部分 


2 l] RS - 232 C (アールエスニサンニ シー）」 

EIA (米国の電子工業会）が定めた、バソコ 
ンとモデムの間で情報をやり取りするため 
の規格です。 RS-232C の規格に準拠した信 
号線を使って、モデムを介して、あるいは 
直接パソコン同士で情報を交換することが 
できます。 


[21 fVRAM 

Video RAM の略で、 CRT ディスプレイな 
どに表示する文字やグラフィックをデータ 
として記憶するための RAM のことをいい 
.ます。 

EPSON PC シリーズでは、テキスト用 
VRAM が 12KB、 グラフイック用 VRAM が 
256KB が用意されています。 


[23] アプリケーションソフト_| 

文章を作成するワードプロセッサ、データ 
を登録し管理するデータベースなど、ある 
目的を実行するために作られたプログラム 
です。 


[25] 拡張ボード 

バソコ ンの本体には最低限必要な装置だけ 
が用意されています。 EPSON PC シリーズ 
では、これ以外の装置を接続して使うため 
に拡張スロットを用意しています。このス 
ロットに装着する装置を、その形から拡張 
ボードと呼んでいます。 


[261> —ボード ] 

自分の考えたことを パソコンに 伝えるため 
の 装置です 0 ハ。ソコンに 命令を与えたり、 
処理して欲しい情報を入力するために使い 
ます。 


27『機械語 _ 

バソコン がそのまま理解できる形の命令 
(言語）です。 BASIC などの言語のプログラ 
ムは、その言語によって機械語に翻訳され、 
それを パソコンが 読み取って処理を行いま 
す。 

同じ意味で「マシン語」という言葉を使う 
こともあります。 
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28 キャッ シュアイスク ] 

ディスクから読み込んだデータをメモリに 
保存しておき、次からはディスク上のデー 
夕を読む代わりにメモリ上のデータを読む 
ことで読み込みの高速化をするものをいい 
ます。 



口9|クラスタ_| 

0S がデイスク上のデータを管理する単位 
です。 


[301:コマンド 

バソコンが行う仕事を指示するための命令 
です。使用する OS によって違ったコマンド 
が使われます。 



[31 厂数値演算プロセッサ _ ] 

CPU の補助的な装置として、各種の演算を 
ハード的に高速に行うものです。数値演算 
プロセッサには、8087、80287、80387 など 
があります。 


32 r セクタ _ | 

ディスクの情報を読み書きする単位です。 
デイスクの種類や使うプログラムによって、 
1セクタにどれくらいの情報がどのような 
形で記録されるかが決まります。 

トラックを放射状に区切ったひとつひとつ 
の領域がセクタです。 



p 3| —ソフトウ:!:ァ 

ハ。ソコンを使うための情報や資料などです。 
もう少し狭い意味では、パソコンで何か処 
理をするためのプログラムを指します。ハ 
ードウエアに対応する言葉として使います。 

|34丨ディスク ー! 

データを保存しておく記憶媒体のひとつで 
す。ディスクとは、コンパクトディスクな 
どでいう「ディスク」と同じで、円盤を意 
味します。ハ。ソコンで使うディスクは、円 
盤の表面に塗られた磁性体にデータを保存 
します。ディスクに保存したデータは、パ 
ソコンの電源を切っても消えません。 

ハ。ソコンで使うディスクには、フロッピー 
ディスクやハードデイスクなどがあります。 
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^[ディレクトリ _ I 

「人名簿」「電話帳」などの意味を持つ英語 
です。ここから、ファイルの名前やデータ 
が保存されている場所の記録を指します。 
ディレクトリに記録された情報から、目的 
のファイルを探したり、ファイルの大きさ 
などを知ることができます。 


36] テバイス _| 

装置 （device) のことをいい、特にコンピュ 
一夕の処理の中心ともいえる CPU に情報 
を送ったり、 CPU から情報を受け取って処 
理をする装置をネ旨します。 CPU に情報を送 
る装置を「入カデバイス」、 CPU から情報を 
受け取る装置を「出カデバイス」と呼びま 
す。 


37「デバイスドライバ _| 

MS-DOS 上で、そのままでは使えない装置 
や機能を使えるようにするプログラムのこ 
とをいいます。マウスの動きをアプリヶー 
ションソフトに知らせるプログラム（マウ 
スドライバ）、プリンタを使えるようにする 
プログラム（プリンタドライバ）、効率的に 
日本語入力を行うプログラム（日本語 フロ 
ントエンド•プロセッサ）などがあります。 


[38 〔デバッグ 

プログラム中の エラー （バグ）を見つけて 
訂正することをいいます。 

(エ7-はこ伽だン) 

10 1 = 

2〇 c 
如 [ 

<b0 c 

5 〇 c 


—ドット 

「点」という意味の英語です。ディスプレイ 
に表示する文字やプリンタに打ち出す文字 
などは、いくつもの点が集まって構成され 
ています。このひとつひとつの点をドット 
と呼びます。 



道」を表します。ディスク上で情報を登録 
する場所は下の図のように区切られていて、 
ドーナツ状の部分をトラックと呼びます。 



[41 [ハードゥェ ァ 

パソコン本体、 キーボード、 ディスプレイ 
などの機械を総称してハードウヱアといい 
ます。ソフトウヱアに対応する言葉として 
使います。 
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r ^ T ハードディスク _ ] 

データを記録して保存するディスクのひと 
つです。ハードディスクでデータを記録す 
るディスクは、磁性体を塗った金属製の円 
盤でできていて、データを読み書きする装 
置と一体になっています。このため、デ ー 
夕を記録するディスクは交換できません。 
固定ディスクと呼ばれることもあります。 


43 

バイト ( byte ) 

44 

ビット （ bit ) 


ビット (ibinary digit (2 進数）の略で、 
パソコンで 扱う情報の最小単位です。ビッ 
卜を物資を構成する原子とすれば、バイト 
は分子のようなものです。バイトという分 
子は必ず8個の原子（ビット）で構成され 
ています。 

1バイト （8 ビット）で2 8 = 256種類の情報 
が表せます。キーボードに印刷されている 
アルファベット、カタカナや数字などは、 

1バイトの情報で表すことができ、これら 
は「1バイト文字」と呼ばれています。 

[45[ ファンクシ ヨンキー ] 

キーボードの 上部にある I の 

キーの ことです。プログラムを キーボード 
によって入力する場合、文字や数字のキー 
とは別に特定の命令を直接入力できるよう 
に用意された機能キーのことをいいます。 


46 |プリン タ ] 

パソコンで 処理した 情報を、 紙に打ち出し 
て 記録する装置です。言い換えれば、 パソ 
コン用の印刷機です。文字を構成するドッ 
卜の数や、文字を打ち出す方式などによつ 
てさまざまな種類のプリ ンタ があります。 


[47 ノ □ ーナャート ] 

仕事の手順を図で表したものをいいます。 
フローチャート（流れ図）の目的は、プロ 
グラム作成時に考えていることを具体的に 
表現したり、後からブログラムの変更を行 
うときなどの参考にすることです。つまり、 
フローチャートを見れば誰でもブログラム 
の流れがわかるようになっていなくてはな 
りません。フローチャートに使われる記号 
は、 JIS (日本工業規格)で決められていま 
す 0 



481プ 0 グラ厶 

バソコンで行う処理の手順や実行方法を示 
す命令の集まりです0ハ。ソコンは、プログ 
ラムで決められた手順に従って処理を行い 
ます。 

[49[プロ グラ ] 

プログラムを作成するための言語のことで 
す 。 

プログラム言語には、 BASIC を始め、 C、 
Pascal、Mind、FORTRAN、COBOL など 
たくさんの種類があります。 
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[50] フロッピーディスク _| 

データを記録して保存するディスクのひと 
つです。フロッピーディスクは磁性体を塗 
ったブラスチック製の円盤でできています。 
フロッピーディスク上のデータは、フロッ 
ピーディスクドライブを使って読み書きし 
ます。 


5 lf フロントエ ンド • プロセッサ _ ] 

MS-DOS 上で特定の機能を実現するため 
のデバイスドライバのひとつです。「日本語 
フロントエンド•プロセッサ」は、 かな漢 
字混じり文を入力するためのプログラムを 
t 旨します。 

セイコー エプソン㈱製の 日 本語 MS-DOS 
には フロントエンド•プロセッサと して 
「EGBridge」 が組み込まれています。その 
ほかにも入力方法や変換方式の異なるもの 
が各社から販売されています。 


52「マウス _ j 

パソコ ンに指示を与えるための入力装置の 
ひとつです。ネズミ （mouse) のような形を 
しているところからこの名前がついていま 
す。マウスでは前後左右への動きと、2つ 
あるボタンによって パソコ ンに指示を与え 
ます。マウスは、絵を描くグラフィック ソ 
フトで使ったり、画面に表示するメニュー 
の中から処理を選ぶときなどに使います。 



r^i メモリ__ ] 

データを記憶する装置です。メモリ（記憶 
装置）には、主記憶装置（メインメモリ） 

と補助記憶装置があります。 

バソコ ンの CPU が直接扱えるのは主記憶 
装置上にあるデータだけです。 フロッピー 
ディスクなどの補助記憶装置上のデータは、 
いったん主記憶装置に転送してから処理さ 
れます。補助記憶装置はデータを保存する 
ために使います。 

主記憶装置のことを単に「メモリ」と呼ぶ 
こともあります。 


厂54「モデム_ I 

電話回線を使ってデータ通信を行うときに 
使います 0 ハ。ソコンで 扱うデータ （0 と1 
の集り）と、電話回線で伝えられる音の情 
報を変換する装置です。 


同リセット 

電源をオフにしたりオンにしたりしないで、 
パソコンの状態を電源をオンにした直後と 
同じにする操作です。本機では、黄色のリ 
セットボタンを押すとリセットされます。 
リセットは、電源をオフにしないで別のプ 
ログラムを実行するときなどに使います。 

|56丨リトラクト 

リトラクトはシップディスクともいいます。 
ハードディスクでデータを読み書きする磁 
気へッドを安全な場所（シッビングゾーン） 
に移動させて固定する作業をいいます。 

リトラクトをすることで多少の振動などが 
加わっても、磁気へッドが磁気ディスクを 
傷つけることを防ぎます。 
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【数字 • 記号】 

1 バイ ト 文字 . 71 

16進数 . 71 

386 SX . 2,71 

* (アスタリスク） . 46,58 

+ (加算記号） . 66 

?(疑問符） . 46 

: (コロン） . 60 

# (シャープ） . 66 

” （ダブルクォーテイシヨン） ……57, 61，64 

. (ピリオド） . 58 

—(マイナス） . 57,66 

【 A 】 

ANSI . 71 

ASCII . 71 

AUTOEXEC . BAT .37 

A $ 64 

【日】 

BASIC . 50, 72 

BAT .39 

bit .77 

BMENU . 54, 56 

BSAVE .58 

BUFFERS .-45 

byte .77 

【 C 】 

CHR $ .64 

CLS 3 . 66,72 

COM .39 

COMMAND . COM .38 

CONFIG . SYS . 40,45 

COPY .44 

CPU . 2,72 

CPU スピードスイッチ .4 

CRT .72 

CUSTOM .45 


【 D 】 

DEVICE .45 

DIR .39 

DIR ハ V .39 

Disk BASIC .50 

DISKCOPY .43 

DISKCOPY . COM .43 

【 E 】 

EIA .74 

EMS .72 

ESC/P .72 

ESC / P スーパー機能 .72 

ESC/Page .72 

EXE .39 

【 F 】 

FILES . 45, 58,69 

FORMAT .42 

FORMAT . COM .42 

FORMAT . EXE .42 

FORMAT/H .48 

FOR 〜 TO 〜 NEXT . 62,65,68 

【 G 】 

GOSUB .62 

GOTO .62 

【 H 】 

How many files ?(0-15) 52 

【丨】 

IF-THEN .65 

IF 〜 THEN ~ ELSE . 62,65 

INKEY $ 64 

INT . 貧 .63 
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【。】 

JIS コード .72 

【 K 】 

KB .73 

【 L 】 

LCD .73 

LINE .66 

LIST . 61，68 

LOAD . ""69 

LOCATE.64 

【 M 】 

MB .73 

MS-DOS .16, 34, 73 

MS-DOS の起動 .36 

【 N 】 

NEW .61 

【0】 

OK .53 

OPEN .52, 58 

OS . 16, 34, 73 

OS/2 …… r .73 

【 P 】 

PRINT . 57,64 

PRINT USING.66 

【 R 】 

RAM .73 

RAM ディスク .73 

README. DOC .40 

RND(l).63 

ROM.74 

RS-232C .74 

RS-232C インターフェイス規格 . 6 


RS-232C コネクタ . 6 

RUN. 54, 56, 67 

【 S 】 

SAVE . 58,59,69 

SCREEN . 66 

【丁】 

TYPE. 40, 45 

【 U 】 

User identifier ? 53 

【 V 】 

VCCI .9 

VRAM .74 

【ぁ】 

アース .15 

アース 端子 . 6 

アールエスニサンニシー （ RS-232C) . 74 

アスキー （ ASCII) . 71 

アスキーファイル . 58 

アスタリスク （*) . 46,58 

アナログ RGB ディスプレイコネクタ ……6 

アプリケー シヨン ソフト . 16,34,74 

アプリケーション•ユーティリティソフト . 35 

インサートキー . 27 

英数字入カモード . 26,28 

エスケープキー . 27 

エックスファーキー . 27 

エヌ ファーキー . 27 

エムエスドス (MS-DOS) . 34, 36, 73 

エンベロープ . 18,22,32 

オーエス （ OS). 16,34,73 

オー エス ツー （ OS/2) 73 

オートリトラクト機能 . 31 

オープン . 52 
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【か】 

カーソル . 74 

書き込み禁止 . 19 

拡張スロット . 7 

フォーマット . 48 

拡張ボード . 11, 74 

加算記号 （+ ) 66 

かな漢字変換 . 26,29 

かな入カモード . 26,29 

カレントドライブ . 41 

環境設定 . 45 

関数 . 63,64 

キーボード . 13, 24, 74 

キーボードケーブル . 11，13 

キーボードコネクタ . 5,13 

キーボードの操作 . 24 

機械語 . 74 

機械語ファイル . 58 

起動 . 16,34,36,52 

起動ディスク . 41 

疑問符 （？） 46 

キャッシュディスク . 75 

. 60 

行位置 . 64 

行番号 . 60 

業務ソフト . 35 

キロバイト （ KB ) . 73 

区切り文字 . 58 

クラスタ . 58, 75 

グラフィック表示 . 2 

グラフキー . 27 

ゲームソフト . 35 

桁位置 . 64 

コピー . 44 

コピーキー . 27 

コマンド . 75 

コマンドプロセッサ . 38 

コマンド待ち状態 . 38 

コマンドレベル . 38 


コロン （ ： ）. 60 

コント ロールキー . 27 

【さ】 

再起© . 30 

四角形の描画 . 66 

磁気ディスク . 18,20 

時刻 . 37 

ジス コード （ JIS) . 72 

システムディスク . 16 

【システムディスクを 

セットしてください】 . 21 

実行文 . 60 

シッビングゾーン . 78 

シップディスク . 78 

指定位置への文字表示 . 64 

シフトキー . 27 

シャープ （#) 66 

ジャンノ^ 1 ース1ッチ . 4 

修正方法 . 61 

出力用電源コネクタ . 6,15 

条件判断 . 62 

処理速度 . 4 

シリアルマウス . 6 

数値演算プロセッサ . 75 

制御キー . 24 

整数型 . 60 

セクタ . 75 

設置場所 . 8 

設置方法 . 10 

増設ハードディスクコネクタ . 6 

増設 フロッピーディスクドライブコネクタ . 7 

装置初期化 . 48 

ソフトウヱア . 75 

ソフトウヱア•ハードウヱアライブラリー . 2 

【た】 

縦置き . 1〇 

タブキー . 27 
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ダブルクォーテイシヨン （”） ……57,61，64 

単精度実数型 . 60 

着脱レハ'一 . 5,22 

通風孔 . 7,8，11 

データディスク . 42,56 

データベース ソフト . 35 

定数 . 60 

ディスク . 75 

ディスクアクセスランプ . 31 

ディスクのノヽへソクアップ ( DISKCOPY ) . 42 

ディスクのフォーマット ( FORMAT ) …43 

ディスクノ、へソクアップ . 54 

ディスプレイ . 12 

ディップスイッチ . 4 

ディレクトリ . 76 

テキストファイル . 40 

テキストファイルの表示 ( TYPE ) . 40 

デジタル RGB ディスプレイコネクタ ……6 

デバイス . 76 

デバイスドライバ . 76 

デバッグ . 68,76 

デリートキー . 27 

テンキー . 29 

電源ケーブル . 15,23,32 

電源スイッチ . 5,32 

電源のオフ . 32 

電源のオン . 21 

電源の取り方 . 15 

電源表示ランプ . 4 

電源を切る前の注意 . 31 

電波障害自主規制 . 9 

動作中の注意 . 31 

ドット . 76 

ドライブ番号 . 59 

ドライブ名 . 41 

トラック . 76 

【な】 

内蔵スピーカ . 5 


入カモード . 乙 0 

入力用電源コネクタ . 6 

【は】 

ハードウエア . 76 

ハードディスク . 47,77 

ハードディスクドライブ . 4 

ハードディスクドライブアクセスランプ . 4 

ハードディスクのフォーマット 

( FORMAT / H ) . 48 

倍精度実数型 . .60 

バイト . 77 

ノ くイナリファイル . 58 

バスマウス . 6 

バックァップ . 17，19, 43,54 

バックアップサービス . 43 

バックスペースキー . 27 

バッファ . 45 

ノぐンド、ノレ . 36 

非実行文 . 60 

日付 . 37 

ビソト . 77 

描画色 . 66, 68 

表示 モー ド . 64 

標準フォーマット . 48 

ピリオド （•） . 58 

ファイル . 39, 52 

ファイル拡張子 . 39 

ファイル指定子 . 69 

ファイル名 . 39, 58 

ファイル名拡張子 . 58 

ファイルの確認 （ DIR ) . 39 

ファイルの確認 （ FILES ) . 58 

ファイルのコピー ( COPY ) . 44 

ファンクシヨンキー . 27,77 

フォーマット . 20,42,48 

物理フォーマット . 48 

プリンタ . 14, 77 

プリンタケーブル . 14 
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プリンタコネクタ . 7,14 

フローチャート . 62,77 

プログラム . 77 

プログラム言語 . 77 

プログラム作成の基本 . 60 

プログラムの実行 （ RUN ) . 67 

プログラムの保存 ( SAVE ) . 69 

フロッピーディスク . 18, 20, 22, 78 

フロ ッピーディスクドライブ . 5, 23,25 

フロ ッピーディスクドライブ 

アクセスランプ . 5 

フロッピーディスクのセットと取り出し…22 

フロッピーディスクの取り扱い . 18 

フロ ッ ピー ラベル . 18 

フロントエンド•プロセッサ . 78 

文 . 60 

ベーシック ( BASIC ) . 50, 72 

変数 . 60 

変数名 . 60 

ホームポジシ3ン . 25 

7 J 、 リユ ー ム . 4 

【ま】 

マイナス (-)... 57,66 

マウス . 78 

マウスコネクタ . 6 

マシン語 . 74 

マルチステートメント . 60 

マルチタスク環境 . 73 

メガバイト （ MB ) . 73 

メモリ . 78 

文子つ ー ド . 64 

文字と数字の表示 . 57 

文字変数 . 64 

文字列 . 57 

モデム . 6,78 

モデム電話 . 15 

モノクロディスプレイコネクタ . 6 


【ゃ】 

矢印キー . 27 

ユーザー識別名 . 53 

ユーティリティディスク . 54 

ユーティリティプログラム BMENU ……54 

有効桁数 . 60 

横置き . 1〇 

【ら】 

ライトプロテクト .；[ 9,54 

ライトプロテクト シール . 19 

ライトプロテクトノッチ . 19 

獄 . 63 

リセット . 30, 78 

リセットボタン . 4 

リトラクト . 31,78 

リピート機能 . 24 

領域確保 . 48 

冷却用ファン . 7 

口ー ルアップキ ー . 27 

ロールダウンキー . 27 

論理フォーマット . 48 

【ゎ】 

ワークディスク . 42 

ワープロソフト . 35 

ワイルドカード . 64 

割り込みベクタ . 4 


































































(0582)65-4130 
(0542)51-1061 
(052)962-7001 
(075)361-7551 
(06) 397-0900 
(06) 212-8700 
(0859)23-2860 
(0862)23-3331 
(082)262-5181 
(0878)23-3646 
(092)471-0761 
(0992)25-7717 
(0988)69-3440 
(03) 377-2201 


■支店•営業所 


•札 

幌 

(011)222-2821 

•旭 

川 

(0166)26-9522 

•仙 

ム 

(022)263-3691 

參秋 

田 

(0188)32-4002 

•酒 

田 

(0234)23-8200 

修大 

宮 

(048)644-3400 

•千 

葉 

(0472)25-0984 

•東 

京 

(03) 348-6801 

•東京中央 

(03) 258-4841 

參立 

川 

(0425)27-6168 

•横 

浜 

(045)316-4820 

•長 

野 

(0262)24-7660 

•松 

本 

(0263)36-7251 

•新 

潟 

(025)243-8515 

•金 

沢 

(0762)62-3216 


※電話のかけまちがいが增えておりますので、番号をよくお確めの上おかけくだ 
さい。 

■製品の修理に関するお問合わせは、下記サービスセンターまでお願いします。 
籲札橡サービスセンター〒〇60札榥市中央区北一条西2丁目札校時計台ビル6階 （011)222-2821 
參仙台サービスセンター〒980仙台市育葉区一番町4-卜 I 仙台セントラルビル4階 (022)263-3691 
•東京サービスセンター〒旧東京都渋谷区初台卜 53-6 (03) 377-7001 

參松本サービスセンター〒390松本市中央2•卜27松本本町第一生命ビル8階 （0263)36-7251 

籲名古屋サービスセンター〒460名古屋市中区新栄町 2-13 栄第一生命ビル9階 (052)962-7001 

參大阪サービスセンター〒532大阪市淀川区宮原 3-5-24 新大阪第一生命ビル6階 (06) 397-0930 
參広島サービスセンター〒732広岛市東区光町卜 12-16 栄泉広島ビル5階 （082)262-5181 

參福岡サービスセンター亍812福岡市博多区博多駅東 2-6-23 住友博多駅前第ニビル7階 （092)471-0761 

•受付時間/ AM9:00 〜 PM5:00 月曜日〜金曜日（祝日を除く） 

tZY コーエフソン株式会社 

本 社亍392長野県諏訪市大和 3-3-5 



をみつめる 


EPSON 


_ェプソ > PC シリーズに関する技術的なご質問•こ相談に電話でお答えします。 

エプソン P (ン T ンフオメーシ a ンセンター 

東京 (03)377-3531 大阪 (06)212-8715 名古屋 (052)953-9230 

.受付時間/ AM 9:00 〜 PM 5:30 月曜日〜金曜日（祝日を除く） 


エフ°ソン販売株式会社 

•本 社:〒151東京都 渋谷 区初台 卜 53-6 •ショールーム: 新宿 NS ビル5階 


阜岡屋都阪南子山島松岡島縄部 
古阪 児販 

岐静名京大大米岡広高福鹿沖特 

00000000000000 


89.11 .27 






マウス割込みべクタ： INT 6 


【デイ ップスイッ チ】 


m 

■ 

m 

■ 

m 

m 


OFF 


CPU をノーマル モー ドて 用する 


内蔵 RAM へのアクセススピードを高速モード（0ウ_ 
内蔵 RAM を 640 KB で使用する 


イト）で使用する 


(常に OFF ) 
(常に OFF ) 


(常に OFF ) 

内蔵フロッピーディスクドライブを1 MB モードでイ吏用する 
内蔵フロッピーディスクドライブを n 動識別モードで使川する 



GDC の処理速度を 2.5 MH Z で使川する 


(常に OFF ) 

ハードディスクを使用する 

起動時にメモリスイッチをシステム設定値に設定する 


1画面に25行表示する 
1行に80文字表示する 
(常に OFF ) 

( OFF ) 


OFF 



4096色中の16色を同時に表ボする（拡張グラフィックモード） 


(常に OFF ) 

非同期通信モード（調歩同期） 


フロッピーディスクドライブのデバイス番号を内蔵フロッピーディスクドライブからつける 
プラズマ ディ スプレイを使用しない 


スーパーインポーズ機能を使用しない 
_高解像度ディスプレイを使用する 


ジャンパース イッチ • ディップスイッチ基本設定一覧 

【ジャンパースイッチ】 


^tll§l 


一 NIUJsnolAI 


£ N\S 


CN AAS 


OFF 


ON 
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